
　４月初旬、浜田市役所裏の浜田川沿いにある桜並木
が満開を迎えました。
　華麗で美しいピンクの花は、通行する人の目を楽し
ませ、春を感じさせます。夜になるとライトアップさ
れ桜並木は、夜空に幻想的な姿を映し出し、美しく輝
いていました。

ブータン王国との交流を再開します……………Ｐ２・Ｐ３
平成25年度当初予算………………………………Ｐ４～Ｐ７
くらしの情報広場…………………………………Ｐ10～Ｐ24
まちのわだい………………………………………Ｐ25～Ｐ27
図書館情報…………………………………………Ｐ28
島根県立大学Ｎｅｗｓ……………………………Ｐ29
石正美術館からのお知らせ………………………Ｐ30
月刊！こども美術館………………………………Ｐ31
まちかど伝言板……………………………………Ｐ32～Ｐ37

主な内容

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

２０１３

なつかしの国 石見

２０１３

なつかしの国 石見

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

広報
５月号　

№145５月号　
№145



広報はまだ：平成25年５月号　　　 2

協定書（日本語）

　

宇
津
市
長
を
団
長
と
す
る
訪
問
団
12

人
が
、
３
月
17
日
㈰
か
ら
23
日
㈯
に
か

け
て
ブ
ー
タ
ン
王
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
政
府
外
務
省
に
お
い
て
、

イ
ェ
シ
ェ
ー
・
ド
ル
ジ
外
務
次
官
と
宇

津
市
長
が
協
定
書
に
署
名
を
行
い
ま
し

た
。

協
定
の
内
容

　

協
定
書
は
、「
伝
統
工
芸
・
教
育
・

文
化
・
経
済
・
産
業
」
の
５
分
野
で
、

交
流
事
業
を
推
進
す
る
内
容
で
す
。
こ

の
交
流
を
通
し
て
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

ブ
ー
タ
ン
王
国

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
の
南
側
に
位
置
す
る
人

口
約
70
万
人
の
国
で
す
。

　

面
積
は
九
州
と
ほ
ぼ
同
じ
、
約

３
万
８
千
k㎡
で
、
ゾ
ン
カ
語
を
母
国
語
と

し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
国
で
す
。
主
要
産
業

は
、
農
業
を
中
心
と
し
、
ほ
か
に
も
、
電

力
な
ど
を
イ
ン
ド
へ
輸
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
は
、
国
民
総
幸

福
量
を
提
唱
す
る
国
で
す
。

宇津市長（左）・イェシェー・ドルジ外務次官（右）

「
幸
せ
の
国
」
ブ
ー
タ
ン
王
国

～
８
年
ぶ
り
に
交
流
を
再
開
し
ま
す
～
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ジュンシ手すき紙工房
　旧三隅町で石州和紙の手すき技術指導を受けた研修生が運営する工房で、交流の象徴的
な場所となっており、多くの外国人観光客も立ち寄る観光施設になっています。

　ソナム・ワンディ経済省局長との協議で、手すき紙産業の技
術支援や農業分野での可能性が話し合われました。

　サイゲイ・ザム教育次官との協議で、中学校同士の交流や美
術交流が話し合われました。

　朝熊由美子さん（ＪＩＣＡブータン事務所長）との協議で、
ＪＩＣＡ草の根技術協力事業を活用した、手すき紙産業の技術
支援が話し合われました。

今
後
の
交
流

　

市
と
ブ
ー
タ
ン
政
府
経
済
省
は
、
国
際
協

力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
草
の
根
技
術
協
力

事
業
を
活
用
し
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
３
年

間
、
手
す
き
紙
産
業
の
育
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
は
、
旧
三
隅
町
時
代
の
20
年
に

及
ぶ
交
流
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
か
ら
三
隅
町

に
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
技
術
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
石
州
和
紙
の
専
門
家
を
ブ
ー
タ
ン
王

国
に
派
遣
し
て
現
地
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
産
業
の
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

　

教
育
・
文
化
分
野
で
は
、
中
学
校
同
士
で
互

い
の
国
の
文
化
や
習
慣
・
生
活
な
ど
を
学
ぶ
交

流
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館

に
ブ
ー
タ
ン
王
国
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
や
作

品
を
展
示
・
紹
介
し
、
美
術
交
流
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
政
策
課
交
流
推
進
室

（
☎
�
９
２
０
２
）
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※　「長浜西住宅」完成予定図

　

平
成
25
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平

成
25
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
の
編
成
は
、
引

き
続
き
『
集
中
と
選
択
』
を
テ
ー
マ
と
し
、

「
中
期
財
政
計
画
」
に
沿
っ
て
、
行
財
政

改
革
の
着
実
な
実
行
と
計
画
的
な
予
算
編

成
に
努
め
、
主
要
施
策
に
重
点
配
分
を
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
同
様
、
概
算
要
求
基
準
（
シ
ー
リ

ン
グ
）
を
設
定
し
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る

徹
底
的
な
見
直
し
を
行
う
一
方
で
、
国
の

緊
急
雇
用
創
出
事
業
な
ど
の
雇
用
景
気

対
策
に
配
慮
し
つ
つ
、
当
初
予
算
で
は

２
億
３
千
万
円
ほ
ど
の
新
規
枠
を
設
定
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
期
財
政
計
画
に
沿
っ
て
、
平

成
27
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
過
疎
債
や
合

併
特
例
債
な
ど
を
活
用
し
、
浜
田
東
部
統

合
小
学
校
建
設
に
７
億
７
千
万
円
、
長
浜

西
住
宅
建
設
に
４
億
１
千
万
円
と
い
っ
た

必
要
な
社
会
基
盤
整
備
を
集
中
的
に
実
施

し
、
財
政
運
営
の
健
全
化
の
た
め
14
億
円

の
地
方
債
の
繰
上
償
還
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計

予
算
総
額
は
３
８
３
億
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
較
し
て
、
金
額
で
20
億
円
の
増
、
率

に
し
て
５
・
５
％
の
増
と
、
市
町
村
合
併

後
、最
大
の
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
と
同
様
に
予
算
編
成
上
、
収
支

不
足
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
基
金
取
崩
し

に
頼
ら
な
い
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
が
、

今
後
の
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成

28
年
度
以
降
に
生
じ
る
市
町
村
合
併
に
よ

る
財
政
措
置
の
縮
減
を
念
頭
に
、
人
口
減

少
に
即
し
た
体
制
づ
く
り
の
検
討
な
ど
、

更
な
る
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
持
続

可
能
な
財
政
体
質
へ
の
転
換
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

平成25年度浜田市当初予算

一
般
会
計
予
算

総
額　
３
８
３
億
円

◎
予
算
編
成
概
要

持
続
可
能
な
財
政
体
質
の

　
　
　
　
　
　
確
立
に
向
け
て



5　　　広報はまだ：平成25年５月号

一般会計
歳出【性質別】
383億円

義
務
的
経
費

（49.1%）

（34.2%）

その
他
の
経
費

投資的経費投資的経費
（16.7%）（16.7%）

人件費
5,972(15.6％)

扶助費
6,278(16.4％)

公債費
6,535(17.1％)

普通建設事業費等
6,414(16.7％)

物件費
4,363(11.4％)

維持補修費
410(1.1％)

補助費等
3,076(8.0％)

投資及び出資金
2(0.0％)

貸付金
781(2.0％)

繰出金
3,766(9.8％)

積立金
703(1.9％)

自
主
財
源

（33.4%）

（66.6%）

一般会計
歳入
383億円

市税
7,272(19.0％)

分担金及び
負担金
518(1.4％)
使用料及び
手数料
565(1.5％)

繰入金
2,746(7.2％)

依

存
財
源

諸収入
1,524(4.0％)

その他
160(0.3％)

地方譲与税等
1,157(3.1％)

国庫支出金
3,451(9.0％)
国庫支出金
3,451(9.0％)

県支出金
2,200(5.7％)
県支出金
2,200(5.7％)

市債
6,707(17.5％)

地方交付税
12,000(31.3％)
地方交付税
12,000(31.3％)

（単位：百万円）

※　表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずしも一致しません。

※　表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずしも一致しません。

■特別会計 （単位：千円）
会　　計　　名 予　算　額

国 民 健 康 保 険
事 業 勘 定 7,178,060
直 診 勘 定 313,515

駐 車 場 事 業 66,508
公 設 水 産 物 仲 買 売 場 16,383
国 民 宿 舎 事 業 86,675
公 共 下 水 道 事 業 719,736
農 業 集 落 排 水 事 業 527,839
漁 業 集 落 排 水 事 業 60,780
生 活 排 水 処 理 事 業 90,154
簡 易 水 道 事 業 900,268
後 期 高 齢 者 医 療 806,215

■公営企業会計 （単位：千円）
会　　計　　名 収　入 支　出

水  道  事  業
収益的収支 948,910 941,623
資本的収支 192,225 568,774

工 業 用 水 道 事 業
収益的収支 98,128 98,128
資本的収支 0 18,652

●人件費：市の職員の給与や退職金などの経
費

●扶助費：生活保護や高齢者・乳幼児の医療
費などの経費

●公債費：市が借り入れた地方債の支払に要
する経費

●普通建設事業費等：道路・橋りょう・学校
など公共用又は公用施設の建設に要する経
費及び災害復旧に要する経費 

●物件費：賃金・旅費・需用費・役務費・委
託料・使用料及び賃借料などの物財調達の
ための経費 

●維持補修費：市が管理する公共用又は公用
施設などを維持するために必要な補修経費

●補助費等：各種団体に対する補助金・交付
金・負担金などの経費

●積立金：基金などに積み立てるための経費
●投資及び出資金：財産運用のための投資・

公益上の必要性から支出される出資金など
の経費 

●貸付金：政策金融・修学費の支援などを目
的として貸付けを行うための経費　

●繰出金：一般会計と特別会計又は特別会計
相互間において支出される経費

●市税：市民の皆さんが納める税金
●分担金及び負担金：事業をするために、

事業の受益を受ける人から、一部を負担
してもらうお金

●使用料及び手数料：施設の使用料や諸証
明の発行などの手数料

●繰入金：基金などから繰り入れるお金
●諸収入：雑入や貸付金元利収入など
●その他：財産の貸付収入など
●地方譲与税等：国税の一部又は全部が市

に交付されるお金
●地方交付税：全ての市町村で等しく行政

サービスが提供できるよう国が交付する
お金

●国庫支出金：特定の事業に対して交付さ
れる国からの補助金など

●県支出金：特定の事業に対して交付され
る県からの補助金など

●市債：市が資金調達のために借り入れる
お金

（単位：百万円）

用語解説（歳入） 歳　入 一
般
会
計
の
概
要

用語解説（歳出）

平成２5年度予算
■　特別会計　　（10会計）
■　公営企業会計（２会計）

歳　出
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…浜田さん家の家計簿…

平成25年度当初予算額　３８３億円　を
市民の皆さん１人あたりの歳出に換算してみましょう。

１人あたりの
歳  出  額
６5万114円

庁舎の管理、徴
税、地域振興な
どに使います。76,340円

高齢者や障がいのある
人、生活保護などに使
います。167,877円

商業や工業、観光
の振興、企業誘致
などに使います。22,197円34,143円

ごみ処理や火葬
場の維持、病気
の予防、環境保
全などに使いま
す。 消火活動、救

急救命などに
使います。25,873円道路や河川、公

園、住宅の整備
などに使います。

借金の返済に使
います。

110,953円

小中学校、幼稚園、
公民館の運営、文
化財保護、生涯学
習などに使います。

75,185円

議会運営、勤労青
少 年 ホ ー ム の 運
営、災害復旧など
に使います。

7,438円

※　金額は､ それぞれに四捨五入
しているため、合計額が一致し
ない場合があります。

農業や林業、
漁業の振興に
使います。54,881円

75,258円

平成25年度末借入金
（地方債）残高見込
１人あたり
91万217円

※　予算額（一般会計）を10,000
分の１にして１年間の家計簿風
にしてみると…

支出（　）は市の性質別区分 平成25年度
当初予算

構成比
（%）

食費（人件費） 59万7千円 15.6　
光熱水費、日用雑貨代（物件費） 43万6千円 11.4　
医療費（扶助費） 62万8千円 16.4　
ローンの返済金（公債費） 65万4千円 17.1　
子どもへの仕送り（繰出金） 37万7千円 9.8　
家の増築費（普通建設事業費等） 64万1千円 16.7　
町内会費、サークル会費
（補助費等） 30万8千円 8.0　

定期貯金（積立金） 7万円 1.9　
アパートの修理、知人へ貸したお金
など(維持補修費、貸付金など） 11万9千円 3.1　

合　　　　計 383万円 100.0　

収入（　）は市の収入科目 平成25年度
当初予算

構成比
（%）

自
主
財
源

給料 （市税）　 72万7千円 19.0　
アパートの家賃収入などの副収入
（使用料及び手数料など） 27万7千円 7.2　

預金の取崩し（繰入金） 27万4千円 7.2　

依
存
財
源

親からの援助
（地方交付税、地方譲与税等） 131万6千円 34.4

兄弟からの援助（国県支出金） 56万5千円 14.7　
家を増築するための銀行からの借
入金（市債） 67万1千円 17.5　

合　　　　計 383万円 100.0　

浜田さん家の家計簿、昨年と違う点は？
・収入　ローン返済のための預金の取崩し（繰入金）が多くなります。
　　　　家の増築のため借入金（市債）が多額となります。
・支出　ローンの返済（公債費）を頑張ります。
　　　　家の増築（普通建設事業費）を行います。

市民１人あたりの歳出状況

人   口   ５８，９１０人
世帯数　２６，９０２世帯

（Ｈ25．３．１現在）

総務費 民生費

商工費農林水産業費衛生費

消防費

土木費

公債費

教育費

その他
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　本年度の歳出予算のうち、重点施策及び新規事業を中心に、主な
事業をお知らせします。

○防災行政無線個別受信機更新事業
　　　　　　　　　　　　　【1億6,112万円（新規）】
　非常時の連絡体制として大きな役割を果たす防災行
政無線について、老朽化の進んだ個別受信機の更新を
行う（金城・旭・三隅）。
○（仮称）金城出張所新築事業【2,433万円（新規）】
　美又出張所を金城自治区の中心部へ移転新築し、管
内消防力の均衡を図る。

○保育所入所受入促進事業【1,500万円（新規）】
　職場復帰保護者の入所待ち児童の受入対策として、
各保育所での０歳児の年度途中受入体制確保に対し、
人件費相当額の助成を行う。
○浜田医療センターヘリポート整備支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　【3,500万円（新規）】
　浜田医療センターのドクターヘリなどの離着陸場と
なるヘリポート整備に対して補助を行うことにより、
浜田圏域の救急医療及び救命救急の充実を図る。
○任意予防接種事業【621万円（拡充）】
　従来の水痘・おたふくかぜワクチン接種費用の助成
に加え、新規の取組として、インフルエンザワクチン
の予防接種費用の助成を行う。
対象者：１歳児～未就学児
助成額：1,000円／回（上限２回）
○児童医療費助成事業【4,063万円（拡充）】
　乳幼児医療費助成事業の対象年齢を市独自に拡大し、
子育て世帯の更なる負担軽減を図る。
対象者：小学校１年生から小学校３年生までの児童
（平成25年７月から助成対象を小学校６年生まで拡大）
自己負担限度額：入院2,000円／月・通院1,000円／月
○未熟児養育医療事業【379万円（新規）】
　県から権限移譲を受けた未熟児養育医療の認定及び
給付を行う。
対象者：市内に住所を有する満１歳未満の未熟児で、

医師が治療を必要と認めた者
自己負担額：無料（通常2,000円を市が独自支援）

○弥栄小学校体育館改築事業【3,364万円（新規）】
　老朽化した弥栄小学校体育館を現地改築し、安全安
心な教育環境の整備を図る。
○旭統合小学校新築事業【1億5,302万円（新規）】
　今市小学校、和田小学校及び市木小学校を統合し、
新たな校舎を建設することで、安全安心な教育環境の
整備を図る。

○地域づくり振興事業【9,114万円（拡充）】
　町内会・自治会などの地域コミュニティ組織の活性
化と活動を支援する。
・集会所施設、関連設備等整備事業
・防犯灯設置事業

○農地保全農地流動化緊急対策事業【500万円（新規）】
　優良な農地の遊休化や耕作放棄地化を防止し、円滑
な農地の流動化を促進するために、白紙委任による５
年以上の利用権設定を新たに行う農地の所有者、賃借
人に対して補助を行う。
○設備貸与制度補助金事業【200万円（新規）】
　企業が希望する設備をしまね産業振興財団が購入し、
長期・低利で割賦販売する「設備貸与制度」に係る保
証金を助成することにより、新たな事業展開を行う際
のイニシャルコストの軽減を図り、企業力の基盤強化
に寄与する。
○浜田市観光物産展開催事業【1,000万円（新規）】
　市や企業などが独自に展開している広島地域での観
光・物産イベントを一本化し、規模を拡大することに
より、浜田市のイメージと認知度の向上を図り、観光
客や農林水産商品取引の増加を目指す。
開催時期：平成25年９月下旬（予定）
開催場所：広島駅南口地下広場
　　　　　ゆめタウン広島（南区皆実町）
実施内容：石見神楽上演・特産品販売・試食販売・温

泉手湯体験・抽選会など

※　表示単位未満単純四捨五入を行っています。
※　各事業の詳細は、市のホームページに掲載して

います。
問い合わせ先　本庁財政課財政係（☎�９２１０）

平成２5年度の主な事業

～安全で安心なまちづくりの推進～

～保健・医療・福祉の充実～

～社会基盤と生活環境の整備～

～定住対策・地域政策など～

～産業経済の振興～
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

ブータン王国のジュンシ手すき紙工房前にて
右から４番目が、初代研修生ノルブ・テンジン氏

　

幸
せ
の
国
ブ
ー
タ
ン
王
国
を
訪

問
し
、
３
月
20
日
に
協
力
協
定
書

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
政
府
外
務
省
の
イ
ェ

シ
ェ
ー
・
ド
ル
ジ
外
務
次
官
と
、

伝
統
工
芸
・
教
育
・
文
化
・
経
済
・

産
業
の
各
分
野
で
の
交
流
事
業
を

推
進
し
相
互
発
展
に
貢
献
す
る
と

い
う
協
定
書
の
調
印
を
行
い
、
末

長
い
交
流
を
誓
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
国
際
幸
福
デ
ー
」

と
い
う
ブ
ー
タ
ン
の
祝
日
で
、
昨

年
、
国
連
に
て
ブ
ー
タ
ン
王
国
の

提
唱
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
記
念
日

の
初
め
て
の
日
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
す
ば
ら
し
い
日
に
交
流
を
再

開
で
き
た
こ
と
は
、
誠
に
光
栄
な

こ
と
で
あ
り
、ド
ル
ジ
次
官
も「
ベ

リ
ー
ハ
ッ
ピ
ー
、
日
本
は
ブ
ー
タ

ン
に
と
っ
て
大
切
な
国
、
交
流
再

開
で
よ
り
縁
が
深
く
な
る
。」
と

満
面
の
笑
み
で
握
手
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
と
は
、
旧
三
隅
町
が

紙
す
き
指
導
を
縁
に
昭
和
61
年
か

ら
交
流
を
始
め
、
平
成
６
年
に
交

流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
が
、
平

成
17
年
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
交

流
が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。
一
昨

年
の
ワ
ン
チ
ュ
ク
国
王
夫
妻
の
来

日
を
き
っ
か
け
に
、
再
び
ブ
ー
タ

ン
と
の
交
流
に
向
け
た
協
議
を
始

め
、
こ
の
た
び
の
協
定
締
結
と
な

り
ま
し
た
。
市
議
会
、
石
州
和
紙

組
合
、
島
根
県
及
び
三
隅
ブ
ー
タ

ン
友
好
協
会
、
報
道
機
関
な
ど
12

人
の
訪
問
団
が
、
外
務
省
、
経
済

省
、
教
育
省
、
国
際
協
力
機
構(

Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ)

で
協
議
を
行
い
、
首
都

テ
ィ
ン
プ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

経
済
省
で
は
、ソ
ナ
ム
・
ワ
ン
デ
ィ

局
長
と
面
談
し
、
紙
す
き
や
農
業

の
技
術
指
導
の
推
進
を
提
案
す
る

と
「
ぜ
ひ
、
浜
田
市
と
一
緒
に
ビ

ジ
ネ
ス
を
し
た
い
。」
と
好
意
的

な
回
答
を
得
ま
し
た
。
教
育
省
で

は
、
サ
ン
ゲ
イ
・
ザ
ム
教
育
次
官

と
面
談
し
、
中
学
生
の
相
互
交
流

と
子
ど
も
の
絵
の
交
流
を
提
案
し

た
と
こ
ろ
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
交
流
か
ら
始
め
、
将
来

は
先
生
や
学
生
の
相
互
訪
問
も
行

い
た
い
。
昨
年
は
１
９
１
３
年
か

ら
始
ま
っ
た
教
育
制
度
が
百
年
目

を
迎
え
、今
年
は
新
た
な
百
年『
知

識
の
世
紀
』
に
踏
み
出
す
特
別
な

年
、人
と
人
と
の
縁
を
大
切
に
し
、

お
互
い
の
考
え
方
を
学
び
合
い
た

い
。
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。」

と
積
極
的
な
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

27
年
前
に
始
ま
っ
た
、
旧
三
隅

町
の
手
す
き
紙
を
通
じ
た
ブ
ー
タ

ン
王
国
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ドナルド　マルヤマさん（米国） 王
おう

　恒
こう

さん（中国） 金
き む

　恩
お ん

志
じ

さん（韓国）

国際交流員の派遣について

　市では、国際交流や国際理解の推進のため、英語圏・中国・韓
国からそれぞれ１人ずつ国際交流員を配置しています。
　地域や公民館・団体などの諸行事に国際交流員を呼んで、国際
交流をしてみませんか。
派遣内容　国際理解の取組・交流活動など
例　アメリカ・中国・韓国の遊びでの交流、文化の話を聞くこと

での交流など
申込方法　派遣日時・交通手段などの詳細について担当と確認後、

所定の申込書を提出してください。
※　詳しくは、お問い合わせください。
問い合わせ先　本庁市民政策課交流推進室（☎�９２０２）

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男

平成25年度浜田市国際交流員を紹介します
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できることからはじめましょう
〇熱いものは冷ましてから保存しましょう
　麦茶やカレー・シチューなど温かいものを、そ
のまま冷蔵庫に入れると庫内の温度が上がり、冷
やすのに余分なエネルギーが消費されます。温度
をしっかり冷ましてから入れましょう。
〇冷蔵庫の扉の開閉はできるだけ少なく、開けて

いる時間もできるだけ短くしましょう
　開閉が多いと冷気が逃げて電気のムダになりま
す。出し入れの頻繁な食品は手前に置くなど、開
閉のムダを避けましょう。
〇ものを詰め込み過ぎないようにしましょう
　食品を詰め込み過ぎると冷気の流れが妨げられ、
庫内が均一に冷えなくなり冷却力も低下し、余分
な電気を消費します。冷蔵庫に食品を入れる際は、

冷気の循環を考慮し、詰め込み過ぎないようにし
ましょう。

　ほかにも、古くなったパッキンを取り換える、
背面や底面の掃除をす
る、設置場所は直射日光
があたる場所や熱源のそ
ばを避けるなど、冷蔵庫
ではまだまだ省エネの工
夫ができます。

出典（参考）　公益財団法人しまね自然と環境財
団「エコライフ10へのご招待」

（本庁環境課）

　

平
成
26
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
土
木
技
術
員

の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
受
験
の

申
込
み
を
す
る
場
合
は
、
必
ず
採
用
試
験
実
施
要

項
で
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
般
事
務
員
な
ど
の
採
用
試
験
に
つ
い

て
は
、『
広
報
は
ま
だ
』
８
月
号
で
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

採
用
職
種
・
人
員
・
要
件

○
土
木
技
術
員　
若
干
名

対
象　
昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
た
だ
し
、
新
規
高
等

学
校
卒
業
者
の
就
職
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
の

趣
旨
に
沿
い
、
平
成
26
年
３
月
に
高
等
学
校
を

卒
業
す
る
人
は
、
対
象
と
し
て
い
ま
せ
ん
。）

第
一
次
試
験　
６
月
16
日
㈰

試
験
会
場　
市
役
所
本
庁

申
込
方
法　
採
用
試
験
実
施
要
項
（
本
庁
人
事
課
・

各
支
所
自
治
振
興
課
・
各
連
絡
係
に
あ
り
ま
す
。

配
布
は
５
月
１
日
㈬
か
ら
行
い
ま
す
。）
に
基

づ
き
、受
験
申
込
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

は
「
採
用
試
験
実
施
要
項
請
求
」
と
朱
書
き
し

た
封
筒
に
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明

記
の
返
信
用
封
筒
（
角
２
封
筒
）
を
同
封
し
て
、

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

５
月
１
日
㈬
～
17
日
㈮
当
日
消
印
有
効

請
求
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
人
事
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
１
３
０
）】

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
就
労
支
援
を
目
的
に
、

次
の
と
お
り
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い

ず
れ
か
の
所
有
者
で
、
年
齢
18
歳
以
上
の
人
（
定
時
制

を
除
き
高
校
生
は
不
可
）

職
種　
非
常
勤
嘱
託
職
員

募
集
人
数　
２
人

業
務
内
容　
就
労
支
援
員
に
よ
る
指
導
の
も
と
、
宛
名
書

き
・
郵
便
物
の
発
送
・
パ
ソ
コ
ン
へ
の
デ
ー
タ
入
力
・

簡
易
清
掃
業
務
な
ど

勤
務
日
時　
月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
休
憩
時
間
１
時
間

を
含
む
。）　

１
日
６
時
間
勤
務

賃
金　
月
額
８
１
、
６
０
０
円

※　

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

勤
務
場
所　
市
役
所
本
庁

任
用
期
間　
６
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
手
帳
の
写
し
を
添
え
て
、
市
役
所
本

庁
３
階
人
事
課
ま
で
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
面
接
日
時
は
募

集
を
締
め
切
っ
た
後
に
通
知
し
ま
す
。
た
だ
し
、
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
履
歴
書
に
よ
る
一
次
選
考
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
資
格
や
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
程

度
、
福
祉
施
設
や
作
業
所
な
ど
で
の
就
労
経
験
な
ど
を

履
歴
書
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
５
月
15
日
㈬
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有

効
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
人
事
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

殿
町

１
番
地
（
☎
�
９
１
３
０
）】

エコライフへのご招待　～電気冷蔵庫の工夫～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう

障
が
い
の
あ
る
人
の

就
労
支
援
を
行
い
ま
す

平
成
25
年
度

市
職
員
採
用
試
験
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

地
域
防
災
力
の
強
化
を
目
指
し
て

　

今
年
は
、
未
曾
有
の
被
害
を
も

た
ら
し
た
「
昭
和
58
年
災
害
」
か

ら
30
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

災
害
へ
の
備
え
を
、
さ
ら
に
充

実
強
化
す
る
た
め
、「
水
害
・
土

砂
災
害
」
に
対
す
る
防
災
活
動
を

テ
ー
マ
に
、
参
加
機
関
・
団
体
と

連
携
し
た
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
積
極
的

に
参
加
や
見
学
を
し
て
も
ら
い
、

「
防
災
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
訓
練
会
場
で
は
土
の
う

の
作
り
方
や
積
み
方
な
ど
の
各
種

体
験
も
で
き
ま
す
。

日
時　
６
月
２
日
㈰

午
前
９
時
～

場
所　
三
隅
中
央
公
園
内
多
目
的

広
場

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

三
隅
支
所
自
治
振
興
課
情
報
防

災
係
（
☎
�
２
８
０
１
）

運
動
の
期
間

５
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

運
動
の
重
点

①
自
転
車
利
用
時
の
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
（
特

に
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の

遵
守
）

②
自
転
車
の
点
検
整
備
の
励
行

③
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
安

全
指
導
の
徹
底

集
中
強
化
期
間

５
月
20
日
㈪
～
24
日
㈮

一
斉
行
動
日

５
月
20
日
㈪

自
転
車
事
故
の
現
状

　

自
転
車
事
故
の
３
割
弱
は
自
転

車
利
用
者
に
違
反
が
認
め
ら
れ
、

さ
ら
に
無
灯
火
、
傘
差
し
、
携
帯

電
話
・
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
使
用
、

歩
道
で
の
暴
走
な
ど
、
無
秩
序
な

通
行
が
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

⑴　

自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外

⑵　

車
道
は
左
側
を
通
行

⑶　

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
寄
り
を
徐
行

⑷　

安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進

の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
・
安
全
確
認

⑸　

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
ル
ー
ル
の
順
守
と
マ
ナ
ー
の
向
上

　

自
転
車
利
用
者
は
、
自
転
車
の

危
険
性
を
認
識
し
、
自
転
車
安
全

利
用
五
則
な
ど
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
と
と
も
に
、
正
し
い
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
交
通
事
故
の
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

（
☎
�
９
１
２
２
）

対
象　
特
定
用
途
防
火
対
象
物
の

う
ち
、
収
容
人
員
３
０
０
人
以

上
の
甲
種
防
火
対
象
物
で
、
防

火
管
理
者
に
選
任
さ
れ
て
い
る

人
。
た
だ
し
、
消
防
法
施
行
規

則
第
２
条
の
２
の
２
に
該
当
す

る
乙
種
防
火
管
理
者
を
選
任
で

き
る
防
火
対
象
物
の
部
分
に
選

任
さ
れ
て
い
る
甲
種
防
火
管
理

者
は
除
き
ま
す
。

講
習
日　
６
月
21
日
㈮

場
所　
浜
田
建
設
会
館

定
員　
先
着
50
人

受
講
料　
５
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
。）

申
込
期
間

５
月
13
日
㈪
～
６
月
７
日
㈮

申
込
方
法　
受
講
申
込
書
（
㈶
日

本
防
火
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.n-bouka.or.jp/

申
込
先　
㈳
島
根
県
消
防
設
備
協

会
【
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

㈳
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
６
８
２
８
・

▢FAX
０
８
５
２
�
６
７
５
４
）

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

　

空
気
中
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
は
、
例
年
５
月
か
ら
６
月
の
風

が
弱
く
、
気
温
の
高
い
晴
れ
た
日

に
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
喚
起
が
行
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

一
定
の
濃
度
を
超
え
、
継
続
す

る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
な
ど

の
発
令
や
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意

喚
起
が
発
表
さ
れ
ま
す
が
、
直
ち

に
健
康
に
被
害
が
生
じ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
落
ち
着
い
て
対

応
し
て
く
だ
さ
い
。

○
屋
外
で
の
活
動
を
控
え
、
窓
を

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

浜
田
市
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動

を
実
施
し
ま
す

甲
種
防
火
管
理
者
再
講
習
を

実
施
し
ま
す

生
活
・
環
境

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

で
き
る
だ
け
閉
め
ま
し
ょ
う
。

○
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど

で
は
、
子
ど
も
を
屋
内
に
戻
し

ま
し
ょ
う
。

○
目
・
の
ど
な
ど
に
刺
激
を
感
じ

た
人
は
、
洗
眼
や
う
が
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

○
特
に
呼
吸
器
系
・
循
環
器
系
疾

患
の
あ
る
人
は
、
体
調
の
変
化

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
、

大
気
中
の
窒
素
化
合
物
・
炭
化

水
素
な
ど
が
紫
外
線
に
よ
っ
て
、

光
化
学
反
応
を
起
こ
し
生
成
さ

れ
る
オ
ゾ
ン
を
主
体
と
す
る
酸

化
性
物
質
で
す
。

※　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
、
大
気
中

に
浮
遊
す
る
小
さ
な
粒
子
の
う

ち
、
粒
子
の
大
き
さ
が
２
・
５

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
非

常
に
小
さ
な
粒
子
で
す
（
人
の

髪
の
約
１
／
30
の
大
き
さ
で

す
）。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

５月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
1 水 長沢町２～５・７・８
2 木 生湯町１～４
7 火 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地
8 水 浅井町４～６
9 木 浅井町１～３、黒川町１・２
10 金 黒川町３～７
13 月 相生町１～３
14 火 相生町３・４、竹迫町
15 水 杉戸町、笠柄町
16 木 熱田町６～10
17 金 熱田町11～13
20 月 熱田町14、内田町
21 火 長浜町１～８
22 水 日脚町２～６・８・９、周布町
23 木 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
24 金 唐鐘１～９
27 月 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
28 火 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
29 水 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
30 木 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
31 金 殿町１～５、田町２～５
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの

連絡で土曜日に実施することがあります。
（本庁環境課）

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
大
部
分
を
占

め
る
家
庭
の
台
所
ご
み
を
少
し
で

も
減
ら
す
た
め
、
電
気
式
生
ご
み

処
理
機
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
生
ご
み
処
理
機

・
家
庭
用
電
気
式
処
理
タ
イ
プ

対
象
外
と
な
る
生
ご
み
処
理
機

・
電
気
を
使
わ
な
い
容
器
タ
イ
プ

・
生
ご
み
を
収
納
す
る
だ
け
で
、

処
理
し
な
い
も
の

対
象
及
び
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
で
、

実
際
に
居
住
し
て
い
る
人

・
３
年
以
内
に
同
制
度
に
よ
る
補

助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
額　
１
基
購
入
額
の
１
／
３

で
、
上
限
２
０
、
０
０
０
円

数　
１
基
の
み

申
請
締
切
日

平
成
26
年
３
月
７
日
㈮

必
要
書
類

・
領
収
証
（
レ
シ
ー
ト
で
の
申
請

手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。）

※　

領
収
証
の
交
付
が
困
難
な
場

合
（
購
入
代
金
の
口
座
引
き
落

と
し
な
ど
）
は
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
預
金
通
帳
（
補
助
金
を
口
座
に

振
り
込
む
た
め
口
座
番
号
の
分

か
る
も
の
）

・
写
真
１
枚
（
設
置
状
況
を
示
す

も
の
）

申
請
方
法　
申
請
書
（
本
庁
環
境

課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

東
京
商
工
会
議
所
主
催
の
エ
コ

検
定
（
環
境
社
会
検
定
試
験
）
は

広
く
環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
を

問
わ
れ
る
検
定
で
す
。
環
境
問
題

に
つ
い
て
幅
広
く
学
べ
る
だ
け
で

な
く
、
対
策
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
に
な
り

ま
す
。

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
エ
コ
検
定
に
合
格
し
た
「
エ

コ
ピ
ー
プ
ル
」
に
受
験
料
の
一
部

を
助
成
し
、
応
援
し
ま
す
。

エ
コ
検
定
試
験

日
時　
７
月
21
日
㈰

場
所　
出
雲
・
松
江
・
広
島
な
ど

※　

詳
し
く
は
、
受
験
票
に
記
載

し
て
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間

５
月
７
日
㈫
～
６
月
７
日
㈮

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な

点
は
、お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

検
定
試
験
受
験
料
助
成

対
象
者　
７
月
21
日
㈰
の
エ
コ
検

定
合
格
者
で
、
市
内
在
住
の
人

受
付
期
間

９
月
６
日
㈮
～
30
日
㈪

助
成
金
額　
３
、
０
０
０
円
（
エ

コ
検
定
受
験
料
の
一
部
）

助
成
人
数　
５
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

申
込
方
法　
申
請
書
（
本
庁
環
境

課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
エ
コ
検
定
合
格
証

と
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

認
書
類
（
顔
写
真
付
き
）・
通

帳
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

エ
コ
検
定
試
験
に
つ
い
て

東
京
商
工
会
議
所
（
☎
０
３
‐

３
９
８
９
‐
０
７
７
７
）

http://w
w

w
.kentei.org/eco/

検
定
試
験
受
験
料
助
成
に
つ
い
て

本
庁
環
境
課
内　

は
ま
だ
エ
コ

ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
・
▢FAX
�
０
２

１
０
）

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

エ
コ
検
定
受
験
料
を

助
成
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
統
計
調
査
に
従
事
す

る
「
常
任
統
計
調
査
員
」
を
40
人

委
嘱
し
て
い
ま
す
が
、
統
計
調
査

の
種
類
に
よ
っ
て
は
調
査
員
が
不

足
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、「
登
録
統
計
調
査
員
」
と
し

て
あ
ら
か
じ
め
名
簿
登
録
し
、
各

統
計
調
査
に
従
事
で
き
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
と
は　
国
が
実
施
す

る
統
計
調
査
（
国
勢
調
査
・
労

働
力
調
査
・
経
済
セ
ン
サ
ス
・

農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
）
で
、

調
査
票
の
配
布
・
回
収
・
点
検

な
ど
を
行
う
非
常
勤
の
公
務
員

で
す
。

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察

に
直
接
関
係
の
な
い
20
歳
以
上

の
人

・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事

で
き
る
人

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保

護
に
配
慮
で
き
る
人

報
酬
な
ど　
調
査
に
従
事
し
た
場

合
に
、
国
で
定
め
た
報
酬
を
支

払
い
ま
す
。

応
募
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
後
日
、
資
格
要
件

や
地
域
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

す
る
た
め
、面
接
を
行
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
行
政
相
談
係

（
☎
�
９
１
２
０
）

　

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
た
め
、

「
し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　
年
10
回
程
度
、
県
政

の
課
題
な
ど
か
ら
選
定
し
た
テ

ー
マ
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
パ
ソ
コ
ン
か
ら
回
答

応
募
資
格　
県
内
在
住
で
満
15
歳

以
上
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
持
ち
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
携

帯
電
話
を
除
く
。）
か
ら
日
本

語
で
回
答
で
き
る
人

応
募
方
法　

県
広
聴
広
報
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.shim

ane.
lg.jp/kochokoho/w

ebm
oni/

※　

随
時
、受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※　

年
間
の
回
答
回
数
に
応
じ
て

記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
広
聴
広
報
課

（
☎
０
８
５
２
�
６
５
０
１
）

　

地
震
な
ど
に
よ
る
木
造
住
宅
の

倒
壊
を
防
止
し
、
そ
の
安
全
性
の

向
上
を
図
る
た
め
に
、「
耐
震
診

断
」
や
「
耐
震
改
修
」
な
ど
を
行

う
民
間
住
宅
の
所
有
者
に
対
し
て
、

そ
の
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業

⑴　
耐
震
診
断
事
業

　

現
地
調
査
や
構
造
計
算
に
よ
っ

て
、
建
物
に
耐
震
性
が
あ
る
か
を

建
築
士
に
診
断
し
て
も
ら
う
。

⑵　
補
強
計
画
策
定
事
業

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な

し
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
補
強

方
法
を
設
計
し
て
も
ら
う
。

⑶　
耐
震
改
修
事
業

　

策
定
さ
れ
た
補
強
計
画
に
基
づ

き
、
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
。

⑷　
解
体
助
成
事
業

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な

し
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
建
物

全
部
を
解
体
す
る
。

対
象
住
宅　
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
木
造
住
宅

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
（
木
造

以
外
と
の
混
構
造
の
も
の
を
除

く
。）
で
階
数
が
２
以
下
の
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
又
は
着
工
さ
れ
た
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造

評
点
が
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が

あ
る
」
レ
ベ
ル
で
あ
る
１
・
０

未
満
と
判
定
さ
れ
た
も
の
（
耐

震
診
断
事
業
の
場
合
は
除
く
。）

申
込
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
本
庁
建
築
住
宅
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課

（
☎
�
９
６
３
２
）

補助率と補助限度額
補助対象経費に補助率を掛けた金額が補助金額になります。

対象事業 補助対象経費 補助率 １棟あたりの
補助限度額

耐震診断事業 耐震診断に要する経費 10分の９ 60,000円
補強計画策定事業 補強計画策定に要する経費 ３分の２ 400,000円

耐震改修事業
耐震改修工事に要する経費
（工事に伴い必要となる撤
去・復旧などに要する経費
を含む。）

２分の１ 800,000円

解体助成事業 住宅の全てを除去するため
に要する経費 100分の23 400,000円

募
集
期
間

５
月
20
日
㈪
～
31
日
㈮

市
営
住
宅

募
集
住
宅

旭
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ツ
・
都
川
団

地
・
市
木
団
地
・
波
佐
住
宅

抽
選
日　
６
月
下
旬

入
居
時
期　
７
月
中
旬

県
営
住
宅

募
集
住
宅

・
一
般
住
宅

石
原
団
地
・
笠
柄
団
地
・
周
布

団
地

・
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
住
宅

片
庭
団
地

抽
選
日　
６
月
下
旬

入
居
時
期　
７
月
中
旬

※　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け

付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

登
録
統
計
調
査
員
を
募
集

し
て
い
ま
す

し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す

住
宅

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

支
援
し
ま
す

公
営
住
宅
の
募
集
期
間
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w

w
.shim

ane-jkk.jp/
chintai/ham

ada.htm
l

　

市
で
は
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

し
た
物
件
に
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
が
入
居
し
た
場
合
、
空
き
家

改
修
事
業
補
助
金
制
度
（
最
大

１
０
０
万
円
）
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
加
入
料
補
助
金
制
度
（
最
大

５
２
、５
０
０
円
）
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
に
情
報

提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
地
図
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
政
策
課

（
☎
�
９
２
２
０
）

　

市
で
は
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
様
々
な
補
助
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

農
業
生
産
力
等
向
上
支
援
事
業

対
象　
農
作
物
の
出
荷
実
績
の
あ

る
人

補
助
メ
ニ
ュ
ー

○
鳥
獣
被
害
防
止
施
設
整
備
事
業

（
防
護
柵
・
捕
獲
器
及
び
防
鳥

ネ
ッ
ト
の
設
置
費
の
助
成
）

※　

多
目
的
ネ
ッ
ト
は
除
き
ま
す
。

○
農
業
用
施
設
整
備
事
業
（
か
ん

水
施
設
・
排
水
施
設
・
防
風
施

設
な
ど
の
整
備
費
の
助
成
）

○
販
路
拡
大
事
業（
専
門
家
謝
金
・

デ
ザ
イ
ン
委
託
費
・
デ
ザ
イ
ン

購
入
費
な
ど
の
助
成
）

補
助
率　
１
／
２

補
助
限
度
額

１
事
業
あ
た
り
５
万
円

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課

（
☎
�
９
５
１
０
）

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

各
支
所
産
業
課

農
作
物
等
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

対
象　
農
業
者
又
は
農
業
者
で
組

織
す
る
団
体

補
助
対
象
経
費　
獣
被
害
防
止
の

た
め
の
防
護
柵
・
捕
獲
器
の
設

置
に
要
す
る
経
費

補
助
率　
１
／
２

補
助
限
度
額

防
護
柵　

５
万
円

捕
獲
器　

８
万
円

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

認
定
農
業
者
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
支
援
事
業

対
象　
認
定
農
業
者

補
助
対
象
経
費　
農
業
用
機
械
・

施
設
な
ど
整
備
に
要
す
る
経
費

補
助
率　
１
／
２

補
助
限
度
額　
50
万
円

問
い
合
わ
せ
先

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

ふ
る
さ
と
農
業
研
修
生
育
成
事
業

対
象　
就
農
に
対
し
て
意
欲
が
あ

り
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
人

・
研
修
開
始
時
に
65
歳
未
満
の
人

・
研
修
開
始
時
に
浜
田
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人
（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
の
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。）

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ

限
定
免
許
は
不
可
）
を
有
し
て

い
る
人

・
研
修
終
了
後
、
浜
田
市
内
で
就

農
す
る
意
欲
の
あ
る
人

研
修
期
間　
６
か
月
～
12
か
月

研
修
手
当　
月
額
15
万
円

住
宅
手
当　
月
額
家
賃
の
半
額

（
限
度
額
２
万
円
）

問
い
合
わ
せ
先

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策

交
付
金

対
象　
荒
廃
し
た
耕
作
放
棄
地
を

再
生
利
用
す
る
農
業
者
（
農
地

の
所
有
者
は
除
き
ま
す
。）

補
助
対
象
経
費　
農
地
再
生
作
業

に
要
す
る
経
費

補
助
率　
１
／
２
以
上
又
は
10
ａ

あ
た
り
５
万
円

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

　

農
地
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、

農
地
取
得
後
の
経
営
面
積
（
借
地

も
含
む
。）
が
一
定
の
面
積
以
上

な
い
と
農
地
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
一
定
の
面
積

を
別
段
面
積
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
別
段
面
積
を
、
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

設
定
区
域
面
積

浜
田
自
治
区　

20
ａ

金
城
自
治
区　

40
ａ

旭
自
治
区　
　

30
ａ

弥
栄
自
治
区　

30
ａ

三
隅
自
治
区　

20
ａ

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

産
業
・
地
域
活
性
化

農
業
関
係
の
補
助
制
度
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

農
地
の
権
利
取
得
に
か
か
る

別
段
面
積
を
変
更
し
ま
し
た
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

農
地
転
用
な
ど
の
申
請
に
つ
い
て

　

最
近
、
農
地
の
転
用
許
可
を
受

け
な
い
で
転
用
す
る
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、

許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
田
か
ら
畑
へ
の
用
途
変

更
や
、
自
己
所
有
農
地
で
農
地
保

全
・
利
用
促
進
の
た
め
の
農
業
用

施
設
（
農
道
・
た
め
池
な
ど
）
や

２
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
経
営
施
設

（
農
業
用
倉
庫
・
農
機
具
収
納
施

設
な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合
、
ま

た
農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ

り
取
得
し
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
届
出
が
必

要
で
す
。
自
己
の
所
有
地
で
あ
っ

て
も
必
ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
、

農
地
転
用
・
用
途
変
更
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受

け
、農
地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、

完
了
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出
に

つ
い
て

　

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区

域
内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
本

庁
農
林
課
又
は
各
支
所
産
業
課
で

指
定
の
有
無
を
確
認
の
上
、
農
用

地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年

２
回
（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
地
転
用
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

農
用
地
除
外
に
つ
い
て

本
庁
農
林
課

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

　

市
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

は
ま
だ
食
の
大
使
・
三
國
清
三

シ
ェ
フ
に
よ
る
「
ミ
ク
ニ
マ
ル

シ
ェ
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
浜
田
特
産
の
食
材
・

食
品
を
広
く
公
募
し
、
応
募
し
て

も
ら
っ
た
中
か
ら
三
國
シ
ェ
フ
が

認
定
し
た
食
材
・
食
品
を
、
市
が

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
販
路
拡
大
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
に
登
録

す
る
浜
田
特
産
の
食
材
・
食
品
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
に
所
在
す
る
個

人
・
団
体
・
企
業
な
ど

募
集
期
間

５
月
１
日
㈬
～
７
月
31
日
㈬

申
込
み
・
登
録
料　
無
料

応
募
要
件

・
生
鮮
食
品
の
場
合
は
、
市
内
で

生
産
さ
れ
た
農
作
物
又
は
浜
田

港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
で
あ
る

こ
と

・
加
工
食
品
の
場
合
は
、
市
内
で

加
工
さ
れ
た
食
品
又
は
市
内
で

生
産
さ
れ
た
農
作
物
又
は
浜
田

港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
を
原
料

と
し
た
加
工
食
品
で
あ
る
こ
と

・
同
等
の
食
材
・
食
品
と
の
差
別

化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
（
独
自

性
の
あ
る
も
の
）

・
審
査
に
必
要
な
食
材
・
食
品
を

市
が
指
定
す
る
日
に
２
個
以
上

提
供
で
き
る
こ
と
（
提
供
し
て

も
ら
っ
た
食
材
・
食
品
は
返
却

で
き
ま
せ
ん
。）

※　

生
鮮
食
材
で
春
又
は
冬
の
時

期
に
旬
を
迎
え
る
も
の
な
ど（
提

出
し
た
く
て
も
で
き
な
い
も
の
）

に
つ
い
て
は
、
そ
の
食
材
の
旬

の
時
期
に
提
出
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

申
込
後
に
市
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

応
募
方
法　

指
定
の
申
込
用
紙

（
本
庁
農
林
課
及
び
各
支
所
産

業
課
・
Ｊ
Ａ
な
ど
の
協
力
団
体

窓
口
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
直
接
本
庁
農
林
課

又
は
各
支
所
産
業
課
に
持
参
す

る
か
、
本
庁
農
林
課
あ
て
に
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
先　
本
庁
農
林
課
及
び
各
支

所
産
業
課

Em
ail:nourin@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

※　

食
材
・
食
品
の
提
出
は
、
応

募
を
締
め
切
っ
た
後
、
市
か
ら

直
接
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課

（
☎
�
９
５
１
０
）

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
運
動
能
力
は

人
間
を
は
る
か
に
超
え
ま
す
。
遭

遇
し
た
場
合
は
大
変
危
険
で
す
の

で
、
山
林
や
渓
流
な
ど
の
出
没
が

予
想
さ
れ
る
場
所
で
は
、
ク
マ
に

出
会
わ
な
い
よ
う
に
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
。

人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る

・
ク
マ
が
生
息
し
て
い
る
可
能
性

の
あ
る
と
こ
ろ
で
活
動
す
る
場

合
、
人
間
の
存
在
を
大
き
く
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
除

け
の
鈴
や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
、

音
の
出
る
も
の
を
身
に
付
け
る

の
が
一
般
的
で
す
。

・
天
気
の
悪
い
日
や
川
の
周
り
で

は
、
水
の
音
や
視
界
の
暗
さ
か

ら
、
人
も
ク
マ
も
お
互
い
に
気

付
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
見
通

し
の
悪
い
場
所
に
は
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
さ
ら
に
視

界
が
悪
い
上
、
ク
マ
の
行
動
時

間
と
重
な
り
ま
す
。
外
出
の
際

は
特
に
周
囲
に
気
を
付
け
、
音

の
出
る
も
の
を
必
ず
携
帯
し
ま

し
ょ
う
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

・
逃
げ
る
も
の
を
反
射
的
に
追
い

か
け
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
背

中
を
見
せ
な
い
よ
う
に
後
ず
さ

り
で
離
れ
ま
し
ょ
う
。

・
持
っ
て
い
る
荷
物
を
一
つ
ず
つ

置
い
て
い
き
、
興
味
を
そ
ら
せ

ま
し
ょ
う
。

・
襲
っ
て
き
た
場
合
は
、
首
の
後

ろ
で
手
を
組
み
、
う
つ
伏
せ
で

丸
く
な
り
、
去
る
の
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。

※　

子
グ
マ
を
見
か
け
た
場
合
、

近
く
に
親
グ
マ
が
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
子
連
れ
の
親
グ

マ
は
特
に
危
険
で
す
の
で
、
速

や
か
に
そ
の
場
を
立
ち
去
り
ま

し
ょ
う
。

作
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
被
害

は
、
浜
田
市
で
は
柿
と
蜂
蜜
に
特

に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ク
マ
を
呼

び
寄
せ
な
い
た
め
に
、
適
切
な
処

置
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届
出

及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

申
出
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
に
登
録

す
る
浜
田
特
産
の
食
材
・

食
品
を
募
集
し
ま
す

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
ア
ラ
イ
グ
マ

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

・
果
樹
や
ミ
ツ
バ
チ
巣
箱
の
防
護

に
は
電
気
柵
が
有
効
で
す
。
農

機
具
店
に
相
談
す
る
な
ど
、
防

護
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

・
長
年
採
取
し
な
い
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
柿
や
栗
の
木
は
、
伐
採

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

・
に
お
い
が
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
ま

す
。
残
飯
な
ど
を
屋
外
に
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

落
下
果
樹
も
適
正
な
処
分
を
し

ま
し
ょ
う
。

ク
マ
を
有
害
捕
獲
す
る
場
合

　

行
動
が
危
険
と
判
断
さ
れ
る
ク

マ
な
ど
は
、
捕
獲
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
危
険
度
の
判
断
や
捕
獲

の
手
続
の
た
め
、
市
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
情
報
は
大
変
重
要
で
す
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
目
撃
し
た
り
、

被
害
が
発
生
し
た
り
し
た
場
合
は
、

頭
数
や
大
き
さ
な
ど
の
特
徴
、
逃

げ
た
方
向
な
ど
の
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

ア
ラ
イ
グ
マ

　

近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
目
撃
や

農
作
物
被
害
の
報
告
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
は
危
険
で
す

・
家
屋
に
侵
入
し
、
天
井
裏
で
生

活
し
ま
す
（
糞
尿
に
よ
り
天
井

に
シ
ミ
が
で
き
ま
す
）。

・
狂
犬
病
や
ア
ラ
イ
グ
マ
回
虫
な

ど
、
人
に
感
染
す
る
病
原
体
を

持
っ
て
い
ま
す
。

・
性
格
が
凶
暴
で
ペ
ッ
ト
や
家
畜

を
襲
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
も
と
も
と
日
本
に
い
た
野
生
動

物
と
競
合
し
、
生
息
地
を
奪
い

ま
す
。

・
何
で
も
食
べ
、
農
作
物
（
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
・
ブ
ド
ウ
・
カ
キ
・

ス
イ
カ
な
ど
）
を
食
べ
荒
ら
し

ま
す
。

・
カ
エ
ル
・
イ
モ
リ
な
ど
を
捕
ま

え
る
た
め
田
ん
ぼ
に
入
り
、
稲

を
踏
み
倒
し
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
特
徴

・
尾
が
し
ま
模
様

・
指
が
５
本
で
手
先
が
器
用

・
耳
が
白
い

・
目
の
周
り
が
黒
く
、
ア
イ
マ
ス

ク
の
よ
う

・
ネ
コ
よ
り
一
回
り
大
き
い

・
背
中
を
丸
め
た
歩
き
方

※　

捕
獲
に
は
「
捕
獲
許
可
」
が

必
要
で
す
。
無
許
可
で
の
捕
獲

は
違
法
と
な
り
ま
す
の
で
、
ア

ラ
イ
グ
マ
を
目
撃
し
た
人
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
実

施
す
る
次
の
事
業
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

⑴　

社
会
貢
献
に
関
す
る
事
業

⑵　

人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

⑶　

芸
術
文
化
の
振
興
に
関
す
る

事
業

補
助
対
象
要
件　
市
内
在
住
の
人

又
は
所
在
す
る
団
体
が
行
う
も

の
で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
（
政

治
団
体
・
宗
教
団
体
が
行
う
事

業
、営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
、

経
常
的
に
行
う
事
業
は
除
き
ま

す
。）

⑴　

市
民
が
主
体
的
に
参
画
し
て

行
う
ま
ち
づ
く
り
事
業

⑵　

事
業
実
施
に
よ
る
波
及
効
果

が
大
き
い
こ
と

補
助
金
額　
事
業
に
要
す
る
経
費

の
う
ち
１
／
３
以
内
と
し
、
１

事
業
者
あ
た
り
30
万
円
（
１
０

　

０
円
未
満
切
捨
て
）
を
限
度
と

し
ま
す
。

※　

申
請
状
況
に
よ
っ
て
は
、
交

付
決
定
額
を
減
額
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※　

補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で

の
交
付
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
受
付
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
政
策
課

（
☎
�
９
２
０
０
）

　

市
内
に
所
在
す
る
団
体
が
行
う

次
の
事
業
に
対
し
て
、
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
政
治
団
体
・
宗
教
団

体
が
行
う
事
業
、
営
利
を
目
的
と

す
る
事
業
は
除
き
ま
す
。

対
象
事
業

⑴　

島
根
県
立
大
学
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
の

教
員
又
は
学
生
と
共
同
で
行
う

交
流
・
文
化
事
業

⑵　

島
根
県
立
大
学
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
が

交
流
す
る
大
学
又
は
そ
の
所
在

す
る
地
域
と
の
交
流
に
係
る
事

業
補
助
金
額　
事
業
に
要
し
た
費
用

（
飲
食
に
要
し
た
費
用
を
除

く
。）
の
３
／
４
以
内
の
額
で
、

１
事
業
あ
た
り
５
万
円
（
千
円

未
満
切
捨
て
）
を
限
度
と
し
ま

す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
政
策
課

（
☎
�
９
２
０
０
）

　

市
の
海
外
友
好
都
市
（
石せ

き

嘴し

山ざ
ん

市
・
栄え

い

成せ
い

市
・
真し

ん

如に
ょ

鎮ち
ん

・
ブ
ー
タ

ン
王
国
）
と
の
民
間
交
流
事
業
を

実
施
す
る
団
体
に
対
し
、
助
成
を

行
い
ま
す
。

対
象
者　
市
内
に
所
在
す
る
団
体

（
法
人
・
任
意
団
体
の
別
は
問

い
ま
せ
ん
。）
た
だ
し
、
政
治

団
体
及
び
宗
教
団
体
を
除
き
ま

す
。

対
象
事
業　
海
外
友
好
都
市
と
の

民
間
交
流
事
業
で
、
市
民
の
国

際
理
解
・
友
好
親
善
及
び
国
際

協
力
を
促
進
す
る
目
的
で
実
施

す
る
事
業
な
ど

助
成
額　
交
流
事
業
１
事
業
あ
た

り
30
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

受
付
締
切
日　
５
月
31
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
政
策
課
交
流
推
進
室

（
☎
�
９
２
０
２
）

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
を

支
援
し
ま
す

大
学
な
ど
と
の
交
流
活
動
を

支
援
し
ま
す

海
外
友
好
都
市
と
の
交
流

事
業
を
実
施
す
る
団
体
に

助
成
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が

利
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
軽
自
動

車
税
を
減
免
し
ま
す
。
減
免
を
受

け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
期

間
中
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
度
に
減
免
を
受
け
て

い
た
人
に
は
、
平
成
25
年
度
の
軽

自
動
車
税
納
税
通
知
書
に
軽
自
動

車
税
減
免
の
案
内
を
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

減
免
申
請
期
間

５
月
７
日
㈫
～
23
日
㈭

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
各
種
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病

者
手
帳

・
運
転
免
許
証

・
減
免
を
受
け
る
軽
自
動
車
の

自
動
車
検
査
証
（
車
検
有
効

期
限
内
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
は
不

要
で
す
。）

※　

減
免
要
件
・
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な

点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

相
談
窓
口
開
設
期
間

５
月
７
日
㈫
～
17
日
㈮

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

各
支
所
税
務
担
当
窓
口

　

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納

め
た
人
に
は
、
口
座
引
き
落
と
し

確
認
後
、
６
月
中
旬
に
車
検
用
の

納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

納
税
証
明
書
を
送
付
す
る
の
は

車
検
が
必
要
な
車
種
の
み
で
す
。

２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
や
小
型

特
殊
自
動
車
な
ど
は
対
象
外
で
す

の
で
、
納
税
証
明
書
は
送
付
し
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

自
動
車
税
の
納
期
限

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31

日
㈮
で
す
。
必
ず
納
期
限
内
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
車
検
の
際
に
は
、
納
税

通
知
書
に
添
付
し
て
い
る
納
税
証

明
書
（
継
続
検
査
用
）
が
必
要
で

す
の
で
、
車
検
証
と
一
緒
に
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
又
は
ペ
イ
ジ

ー
で
納
付
し
た
人
に
は
、
６
月
中

旬
に
納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
発
送
日

５
月
１
日
㈬

納
付
場
所　
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
県
民
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
・
ペ
イ
ジ
ー
納
付

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
・
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
・

ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
税
制

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
車
新
規

登
録
さ
れ
た
自
動
車
で
、
低
燃
費

及
び
排
出
ガ
ス
性
能
が
一
定
の
基

準
を
満
た
す
自
動
車
は
、
そ
の
満

た
す
基
準
に
応
じ
て
、
税
額
が
約

50
％
又
は
25
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
車
新
規
登
録
か
ら
11

年
経
過
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
及
び

13
年
経
過
し
た
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ

Ｇ
車
は
、税
額
が
約
10
％
加
算（
重

課
）
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
不
動

産
・
自
動
車
課
税
課

（
☎
�
５
７
３
７
）

　

フ
ッ
素
に
は
、歯
を
強
く
す
る
、

初
期
の
む
し
歯
を
再
石
灰
化
す
る

な
ど
、
む
し
歯
予
防
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。
前
歯
が
上
下
生
え
て
く

る
１
歳
頃
か
ら
フ
ッ
素
塗
布
を
年

２
回
程
度
行
う
と
効
果
的
で
す
。

内
容　
歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布

（
歯
ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗

布
し
ま
す
。）・
む
し
歯
予
防
の

話

対
象　
浜
田
自
治
区
内
に
住
所
が

あ
る
１
歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
所（
園
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
各
日
①
又
は
②
を
選

択
し
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

在宅児フッ素塗布日程
日　時 申込開始日

８月１日㈭
①13:00～13:30 ７月18日㈭

　　9:00～②13:30～14:00

９月12日㈭
①13:00～13:30 ８月29日㈭ 

　　9:00～②13:30～14:00
平成26年　 
２月13日㈭

①13:00～13:30 １月30日㈭ 
　　9:00～②13:30～14:00

３月13日㈭
①13:00～13:30 ２月27日㈭ 

　　9:00～②13:30～14:00

税
務
・
納
税

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
と

相
談
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

で
す

口
座
振
替
利
用
者
の
車
検
用
の

納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

自
動
車
税
の
納
期
限
と
グ
リ
ー

ン
化
税
制
の
お
知
ら
せ
で
す

子
育
て

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す
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・
文
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・
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宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

個
別
接
種　
子
ど
も
の
健
康
状
態

と
対
象
年
齢
を
確
認
し
て
、
必

ず
事
前
に
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
個
別
接
種
医
療
機
関
へ

直
接
申
し
込
み
、
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

・
今
年
度
か
ら
、ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は

任
意
接
種
か
ら
定
期
予
防
接
種

に
な
り
ま
し
た
。

※　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
主

に
入
院
治
療
や
高
度
な
医
療
を

必
要
と
す
る
人
を
主
体
に
対
応

す
る
「
中
核
病
院
」
で
す
。
予

防
接
種
は
、
で
き
る
だ
け
市
内

の
か
か
り
つ
け
医
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

※　

定
期
予
防
接
種
は
、
市
内
の

医
療
機
関
で
接
種
す
る
の
が
原

則
で
す
。里
帰
り
な
ど
の
た
め
、

浜
田
市
を
長
期
間
離
れ
、
市
内

の
医
療
機
関
で
接
種
が
で
き
な

い
場
合
は
、
事
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

定期予防接種
個別接種期間　４月１日㈪～平成26年３月31日㈪
料金　無料（ただし、対象年齢を過ぎて接種すると料金が必要になることがあります。）
接種を受ける前に
⑴母子手帳を必ず持参しましょう。　　⑵子どもの健康状態をよく知っている家族の人が連れて行きましょう。

ワクチン名 対象者 接種回数・接種間隔

ヒブ

初回接種開始が、
生後２か月～７か月未満

初回３回・追加１回
※　27日～56日の間隔をあけて３回接種し、初回終了

後７か月～１歳１か月までに１回接種してください。

初回接種開始が、
生後７か月～１歳未満

初回２回・追加１回
※　27日～56日の間隔をあけて２回接種し、初回終了

後７か月～１歳１か月までに１回接種してください。
初回接種開始が、１歳～５歳未満 １回

小児用肺炎球菌

初回接種開始が、
生後２か月～７か月未満

初回３回・追加１回
※　27日以上の間隔をあけて３回（２回目、３回目

は１歳未満までに行ってください。）接種し、初
回終了後60日以上あけて１回接種してください。

初回接種が、
生後７か月～１歳未満

初回２回・追加１回
※　27日以上の間隔をあけて２回（２回目は１歳

未満までに行ってください。）接種し、初回終了
後60日以上あけて１回接種してください（ただ
し追加接種は１歳以上で接種してください）。

初回接種開始が、
１歳～２歳未満

２回
※　60日以上の間隔をあけて２回接種してください。

初回接種開始が、２歳～５歳未満 １回

ジフテリア
百日せき
破傷風
ポリオ
 
①又は②を 
接種

①４種混合
（ジフテリア・百日せ
き・破傷風・ポリオ） １期

生後３か月～７歳半未満
初回３回・追加１回
※　20日～56日の間隔をあけて３回接種し、３回接

種後１年あけて１回接種してください。②ＤＰＴ
（ジフテリア・百日せ
き・破傷風）

②不活化ポリオ
（小児マヒ）

生後３か月～７歳半未満
※　ポリオ生ワクチンなどをこれまで

接種した回数で接種回数が変わりま
す。主治医に相談してください。

初回３回・追加１回
※　20日以上の間隔をあけて３回接種し、３回接種

後６か月以上あけて１回接種してください。

ＢＣＧ（小児結核） 生後３か月～１歳未満 １回（小児医療機関で接種してください。）

ＭＲ
（麻しん・風しん）

第１期　１歳～２歳未満
第２期　小学校就学前の１年間

（３月31日まで）
第１期　１回
第２期　１回

ＤＴ
（ジフテリア・破傷風）

小学校６年生相当
（H13.4.2～H14.4.1生まれ） １回

日本脳炎

【標準的な接種】
第１期　３歳～７歳半未満
第２期　９歳～13歳未満
特例対象者　過去に接種機会を逃し

た人（H7.4.2～H19.4.1生まれ）

第１期　３回
※　第１期は、６日～28日の間隔をあけて２回接種

し、２回接種後１年あけて１回接種してください。
第２期　１回
特例対象者　残りの必要回数

子宮頸がん予防ワクチン
中学校１年生相当～高校１年生
相当の女子
（H9.4.2～H13.4.1生まれ）

　ワクチンは２種類あります。どちらかを選び、同
じワクチンを３回筋肉内接種してください。
①サーバリックス
１回目：初回接種　２回目：初回接種から１か月後
３回目：初回接種から６か月後
②ガーダシル
１回目：初回接種　２回目：初回接種から２か月後
３回目：初回接種から６か月後

乳
幼
児
な
ど
定
期
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
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個別接種医療機関

施設名称
定期予防接種 任意予防接種

ＢＣＧ ４種 ＤＰＴ ＤＴ ポリオ ＭＲ 日本
脳炎

子宮頸
がん ヒブ 小児用

肺炎球菌 おたふく 水痘１期 ２期
うのピアノクリニック
宇野町（☎�２６４６） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産婦人科江木医院
片庭町（☎�１１８１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小笠原耳鼻咽喉科医院
殿町　（☎�４６１７） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡本胃腸科内科医院
長沢町（☎�５５５５） ○

沖田内科医院
蛭子町（☎�０７６７） ○

沖田病院
殿町　（☎�１５５５） ○

笠田医院
牛市町（☎�１６２１） ○ ○ ○ ○ ○ ○

神田小児科医院
殿町　（☎�０３１８） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小池医院
日脚町（☎�１０２０） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

さいとう小児科医院
朝日町（☎�０２２８） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

さかね内科
殿町　（☎�２２３４） ○ ○ ○ ○

さわだこどもクリニック
国分町（☎�３７７７） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

すみれ小児科
熱田町（☎�１００６） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中村医院
片庭町（☎�１１８３） ○ ○

中村胃腸科内科医院
笠柄町（☎�８０００） ○

中村呼吸器内科医院
内村町（☎�４５９３） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中山産婦人科医院
殿町　（☎�００７１） ○

浜田医療センター
浅井町（☎�０５０５） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

半田医院
港町　（☎�０２８８） ○

真鍋医院
国分町（☎�００３１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都医院
治和町（☎�０１００） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

彌重内科眼科医院
高田町（☎�１５２７） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

やすぎクリニック
下府町（☎�１９１１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険波佐診療所
金城町波佐（☎�０００１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険あさひ診療所
旭町丸原（☎�０００２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

酒井外科内科医院
旭町今市（☎�０２２２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険弥栄診療所
弥栄町木都賀（☎�５００１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寺井医院
三隅町西河内（☎�００３８） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中村医院
三隅町三隅（☎�００２１） ○ ○ ○

野上医院
三隅町三隅（☎�００３１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山根病院三隅分院
三隅町岡見（☎�４３４３） ○ ○

びおら小児科
江津市敬川町（☎０８５５�５３５５） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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健 康 コラムコラム

　

市
で
は
、１
歳
児
を
対
象
に「
水

痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）」
と
「
お
た

ふ
く
か
ぜ
」
の
任
意
予
防
接
種
の

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
助
成
対
象
者
に
は
、
１
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
に
お
知
ら
せ
と

助
成
券
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
３
月
31
日
が

有
効
期
限
の
助
成
券
を
持
っ
て
い

る
人
で
未
接
種
の
人
は
、
助
成
券

は
そ
の
ま
ま
で
２
歳
の
誕
生
日
の

前
日
ま
で
の
期
間
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
助
成
券
を

無
く
し
た
場
合
は
、
再
発
行
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者　
浜
田
市
に
住
所
を

有
す
る
１
歳
以
上
２
歳
未
満
の

幼
児

助
成
期
間　
４
月
１
日
㈪
～
平
成

26
年
３
月
31
日
㈪

助
成
金
額

水
痘　
　

１
回
５
、
０
０
０
円

お
た
ふ
く
か
ぜ

１
回
４
、
０
０
０
円

※　

接
種
は
、
医
療
機
関
に
よ
り

自
己
負
担
額
が
違
い
ま
す
。
予

約
の
際
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

再
発
行
申
請
方
法　
市
役
所
本
庁

１
階
子
育
て
支
援
課
⑪
番
窓
口

又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

印
鑑
・
母
子
手
帳
・
身
分
証

明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
10

周
年
を
記
念
し
、
家
族
で
楽
し
く

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　
５
月
25
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容　
浜
田
商
業
郷
土
芸
能
部
に

よ
る
神
楽
上
演
・
県
立
大
学
学

生
に
よ
る
よ
さ
こ
い
・
ア
ク
ア

ス
よ
り
移
動
水
族
館
・
浜
田
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
よ
る

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
２
５
３
）

　がん検診は、浜田市に住民票のある人が対象
です。各種がん検診の対象年齢・日程・会場な
ど詳しくは、４月に配布した「平成25年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。

がん検診にかかる費用

○検診車で受ける場合を例にすると…
胃がん検診　　　　約５ ，０００円
乳がん検診　　　　約６ ，０００円
子宮頸がん検診　　約４ ，０００円

合　計　　　　約１５ ，０００円

　しかし、浜田市では全額市が負担しています
ので自己負担は０円です。
　がんは、浜田市における死亡原因の第１位と
なっています。検診を受けてがんの早期発見・
早期治療に努めましょう。

子宮頸がん検診

　子宮頸部の細胞診とヒトパピローマウイルス
（ＨＰＶ）検査を実施します。がんになる前の
「異常」を早期発見しやすく治療しやすいがん
です。「細胞診」の結果が「異常なし」かつ「Ｈ
ＰＶ検査」の結果が「陰性（－）」の場合は、次
に検診をするのは、３年後になります。

子宮頸がん検診の受診間隔（一般的な流れ）
細胞診「異常なし」かつＨＰＶ検査「陰性」
　次回は３年後に受診しましょう。
細胞診「異常なし」かつＨＰＶ検査「陽性」
　次回は１年後に受診しましょう。
細胞診「異常あり」
　早めに医療機関で精密検査を受けましょ
う。
※　受診間隔は、医師の指示に従ってくだ

さい。

※　次回６月号は、『食育』についてのコラムを掲載します。

乳がん検診

　マンモグラフィー検査による検診を実施しま
す。乳がん検診は２年に１回の検診が推奨され
ています。
　平成25年度の対象者は、35歳以上の女性で、
和暦で奇数年生まれの人及びクーポン券が送付
された人です。
　定期検診が必要な人や症状のある人は、検診
ではなく病院への受診をお勧めします。
　乳がんの発症は30代後半から増えています。
仕事や子育てに忙しい世代ですが、早期だと９
割以上が治ると期待されますので、ぜひ検診を
受けてください。

（金城支所市民福祉課）

任
意
予
防
接
種
（
水
痘
・

お
た
ふ
く
か
ぜ
）
に
対
し

て
助
成
し
ま
す

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
10
周
年

す
く
す
く
子
ど
も
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

健
康
・
福
祉

浜田市が実施するがん検診は無料です！
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　６月以降のがん検診日程は、「平成25年度各種健
（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種

がん検診を、無料で受診することができます。
問い合わせ先

本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

浜
田

５月16日㈭
9:00～10:00 長浜公民館

13:30～14:00 福井集会所

５月20日㈪
8:00～　9:00 久代公民館

10:00～11:00 上府三宅集会所
13:30～14:00 国府公民館有福分館

５月27日㈪
9:00～10:00 周布公民館

13:00～13:30 大麻公民館

金
城

５月29日㈬
8:00～　9:00 小笹集会所

10:00～11:00 今福公民館（ふれあい会館）
13:00～13:30 久佐公民館（くざ会館）

５月31日㈮
8:00～　9:00 波佐公民館（ときわ会館）

10:00～11:00 小国公民館（おぐに会館）
13:00～13:30 美又公民館（みまた会館）

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及

びクーポン券が送付された人
※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先

が異なりますので注意してください）。

【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
５月８日㈬～平成26年２月28日㈮
毎週月・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
※　６月以降については、検診実施曜日が変更となる

可能性があります。詳しくは、『広報はまだ』６月
号で確認してください。

【検診車で受診する場合】
申込先　環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場

浜
田

５月８日㈬
9:00～11:30

長浜公民館
13:00～15:00

５月９日㈭
9:00～11:30

国府公民館
13:00～15:00

５月13日㈪ 13:00～15:00 美川公民館
５月25日㈯

（休日検診）
9:00～11:30

市役所本庁駐車場
13:00～15:00

５月30日㈭ 9:00～11:30 石見公民館
金
城５月30日㈭ 13:30～15:00 小国公民館（おぐに会館）

弥
栄５月13日㈪ 9:00～11:00 弥栄会館

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者（装着側）・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

子宮頸がん検診（予約不要）　対象　20歳以上の女性
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。

実施日 受付時間 会　場

浜
田

５月15日㈬

9:00～　9:30 長浜公民館
10:15～10:30 長浜商港会館
11:00～11:30 津摩児童館
13:00～13:30 周布公民館
14:15～14:30 陽光台集会所
14:50～15:05 大麻公民館

５月17日㈮

9:00～　9:30 上府三宅集会所
10:30～11:00 長沢２町内児童館
13:00～13:30 石見公民館
14:30～15:00 国府公民館

５月21日㈫

9:00～　9:30 美川公民館
10:00～10:30 石原集会所
11:00～11:15 福井集会所
13:00～13:30 ラ・ペアーレ浜田
14:15～14:30 生湯町４町内児童館

５月22日㈬
9:30～　9:45 石見公民館宇津井分館

10:30～10:50 宇野東児童館
11:20～11:35 国府公民館有福分館

５月23日㈭
9:00～　9:15 日脚児童館

10:15～10:30 美川公民館西分館
11:00～11:15 櫟田原公民館

５月25日㈯
（休日検診）

9:30～11:30
市役所本庁駐車場

13:00～15:00

５月29日㈬

9:00～10:00 石見公民館
10:30～11:30 子育て支援センター（託児あり）
13:30～13:45 国分自治会館
14:15～14:30 久代公民館

金
城５月22日㈬

13:30～13:50 美又公民館（美又会館）
14:20～14:50 みどりかいかん

弥
栄５月23日㈭

13:00～13:30 老人福祉センター
14:00～14:30 弥栄会館

５月各種がん検診の日程



21　　　広報はまだ：平成25年５月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
介
護
人
材
の
安
定
的
確

保
・
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
介
護
人
材
確
保
・
定
着
対
策

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容　
新
卒
者
又
は
介
護
職

場
未
経
験
者
・
現
在
介
護
職
場

に
従
事
し
て
い
な
い
人
（
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し
て
い
な
い

期
間
が
３
年
以
上
で
あ
る
人
。

た
だ
し
、
県
外
に
住
所
を
有
す

る
人
を
除
く
。）
を
介
護
職
員

と
し
て
雇
用
し
、
３
か
月
以
上

継
続
的
に
雇
用
し
た
市
内
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
、
支
度

金
及
び
研
修
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
内
容　
採
用
者
へ
支
度
金
を

支
給
し
た
事
業
所
に
対
し
、
雇

用
か
ら
３
か
月
経
過
後
に
対
象

経
費
の
１
／
２
以
内
の
額
（
上

限
10
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
場
合
は
、

対
象
経
費
の
２
／
３
以
内
の
額

（
上
限
20
万
円
）
を
補
助
し
ま

す
。ま
た
、雇
用
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
が
研
修
な
ど
を
実

施
す
る
場
合
、
１
事
業
所
あ
た

り
10
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま

す
。

事
業
実
施
予
定
期
間

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

（
平
成
26
年
12
月
31
日
㈬
採
用

分
ま
で
）

申
請
期
間　
継
続
雇
用
期
間
（
３

か
月
）
満
了
後
30
日
又
は
満
了

日
の
属
す
る
年
度
の
３
月
31
日

の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

※　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課

（
☎
�
９
３
２
０
）

　

お
産
の
現
場
で
は
、
予
期
せ
ぬ

出
来
事
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
産
科
医
療
補
償
制

度
は
、
お
産
に
関
連
し
て
発
症
し

た
重
度
脳
性
ま
ひ
の
子
ど
も
に
対

す
る
補
償
と
、
原
因
分
析
・
再
発

防
止
を
行
い
、
紛
争
の
防
止
・
早

期
解
決
及
び
産
科
医
療
の
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

補
償
の
対
象　
平
成
21
年
１
月
１

日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
対

象
と
な
り
ま
す
。

・
在
胎
週
数
33
週
以
上
で
出
生
体

重
２
、
０
０
０
ｇ
以
上

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
相

当
の
脳
性
ま
ひ

・
先
天
性
や
新
生
児
期
の
要
因
に

よ
ら
な
い
脳
性
ま
ひ

※　

こ
の
ほ
か
に
も
、
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
償
内
容　
一
時
金
と
分
割
金
を

合
わ
せ
て
３
、
０
０
０
万
円
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

申
請
期
限　
子
ど
も
の
満
１
歳
の

誕
生
日
か
ら
満
５
歳
の
誕
生
日

ま
で

※　

制
度
を
開
始
し
た
平
成
21
年

に
生
ま
れ
た
人
は
、
平
成
26
年

年
か
ら
順
次
申
請
期
限
を
迎
え

ま
す
。

妊
産
婦
の
皆
さ
ん
へ

　

加
入
し
て
い
る
分
娩
機
関
で
は
、

産
科
医
療
補
償
制
度
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が
院
内
に
掲
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る

分
娩
機
関
の
一
覧
は
産
科
医
療
機

能
評
価
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
に
加
入
し
て

い
る
分
娩
機
関
で
は
、
妊
産
婦
の

皆
さ
ん
に
、
こ
の
制
度
の
対
象
と

な
る
こ
と
を
示
す
登
録
証
を
交
付

し
ま
す
。
登
録
証
は
、
こ
の
制
度

の
認
定
審
査
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
出
産
後
も
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

産
科
医
療
補
償
制
度
専
用
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
３
‐
５
８

０
０
‐
２
２
３
１
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

産
科
医
療
機
能
評
価
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.sanka-hp.jcqhc.

or.jp/

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/

topics/bukyoku/isei/i-anzen/
sanka-iryou/

　

県
立
図
書
館
で
は
、
郵
送
で
本

を
自
宅
ま
で
送
る
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
際
に

は
、
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象　
県
内
在
住
で
、
近
く
の
図

書
館
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難

な
満
75
歳
以
上
の
人
又
は
身
体

に
障
が
い
の
あ
る
人

登
録
方
法　
次
の
連
絡
先
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
に
必
要

な
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
信

し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
用
連
絡
先

☎
０
８
５
２
�
５
７
４
８

申
込
方
法　
封
書
・
は
が
き
・
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
、
希
望
す
る
本
を
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

１
人
５
冊
ま
で
、
郵
送
期
間

を
含
み
１
か
月
間
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※　

送
料
は
、
片
便
は
図
書
館
で

負
担
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
図
書
館
資
料
情
報
グ
ル
ー

プ　

石
塚
さ
ん
【
〒
６
９
０
‐

０
８
７
３　

松
江
市
内
中
原
町

52（
☎
０
８
５
２
�
５
７
３
３
）】

産科医療保障制度のシンボルマーク

新
し
く
介
護
職
場
で
働
く
人

を
雇
用
す
る
事
業
所
に
対
し

て
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

産
科
医
療
補
償
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

県
立
図
書
館
で
は
高
齢
者
・

障
が
い
者
に
郵
送
貸
出
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
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療
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・
環
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健
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・
福
祉

子

育

て

　

県
で
は
、「
全
国
戦
没
者
追
悼

式
」
式
典
に
県
遺
族
代
表
と
し
て

参
列
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

日
程　
８
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭

式
典　
８
月
15
日
㈭

場
所　
日
本
武
道
館
（
東
京
都
千

代
田
区
）

対
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
県
内

在
住
者

⑴　

日
華
事
変
（
昭
和
12
年
７
月

７
日
）
以
降
の
軍
人
・
軍
属
な

ど
戦
没
者
の
遺
族

⑵　

戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
配
偶

者
・
子
・
父
母
・
兄
弟
姉
妹
・

孫
・
子
又
は
兄
弟
姉
妹
の
配
偶

者
（
た
だ
し
、
夫
婦
で
参
列
の

場
合
に
限
る
。）

⑶　

健
康
状
態
が
良
好
で
、
２
日

間
の
団
体
行
動
に
耐
え
ら
れ
る

人
（
介
助
者
な
し
で
行
動
で
き

る
人
）

※　

こ
れ
ま
で
に
全
国
戦
没
者
追

悼
式
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

人
を
優
先
し
ま
す
。

※　

戦
没
者
１
人
に
つ
き
１
人
の

み
の
参
列
を
原
則
と
し
ま
す

（
子
又
は
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者

が
参
列
す
る
場
合
を
除
く
）。

参
加
費　
松
江
市
を
起
点
と
し
た

東
京
ま
で
の
往
復
運
賃
と
宿
泊

費
は
定
額
助
成
し
ま
す
。
そ
の

ほ
か
の
費
用
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
５
月
31
日
㈮

応
募
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
地

域
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

島
根
県
遺
族
連
合
会
会
員
は
、

申
し
込
む
前
に
必
ず
各
支
部
に

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域

福
祉
係
（
市
役
所
本
庁
１
階
⑦

番
窓
口
）

選
考
方
法　
年
齢
な
ど
を
考
慮
の

上
、
県
が
選
考
し
ま
す
（
先
着

順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※　

参
列
は
、
㈶
島
根
県
遺
族
連

合
会
が
主
催
す
る
旅
行
団
が
実

施
し
、
集
合
か
ら
解
散
ま
で
全

て
団
体
行
動
と
な
り
ま
す
。

※　

参
列
者
に
決
定
し
て
か
ら
辞

退
す
る
と
、
時
期
に
よ
っ
て
は

キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
支
払
っ
て
も

ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
社
会
・

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
８
５
２
�
５
２
４
０
）

　

毎
年
５
月
12
日
は
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す
。
ま

た
、
５
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を

地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
「
活
動
強
化
週
間
」
で
す
。

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

が
提
唱
し
て
い
る
「
広
げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ
し
た　

思
い
や
り
」

行
動
宣
言
に
よ
る
安
全
で
安
心
な

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

様
々
な
取
組
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
様
々
な
相
談

に
応
じ
、
各
種
制
度
の
紹
介
や
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

行
政
な
ど
の
関
係
す
る
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
生
活
上
の
心
配
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、担
当
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課

（
☎
�
９
３
０
０
）

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
健
康
の

保
持
増
進
と
病
気
の
早
期
発
見
を

目
的
と
し
て
「
一
日
外
来
人
間
ド

ッ
ク
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
健
康
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

検
査
項
目　
一
般
検
査
（
問
診
・

身
体
測
定
・
診
察
）、視
力
検
査
、

聴
力
検
査
、
尿
検
査
、
呼
吸
機

能
検
査
、
血
圧
測
定
、
心
電
図
、

血
清
脂
質
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
、
血
液
一
般
検
査
、
肝
機

能
検
査
、
腎
機
能
検
査
、
膵
機

能
検
査
、
血
糖
検
査
、
消
化
器

検
査
（
胃
カ
メ
ラ
又
は
バ
リ
ウ

ム
）、
大
腸
が
ん
検
査
（
便
潜

血
検
査
）、
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
、
梅
毒
反
応
、
腹

部
超
音
波
検
査
、
保
健
指
導
、

総
合
評
価

※　

受
診
す
る
医
療
機
関
に
よ
っ

て
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
診
医
療
機
関　
市
内
の
指
定
医

療
機
関
（
医
療
機
関
に
よ
っ
て

は
、
受
入
定
員
が
あ
り
ま
す
。）

募
集
定
員　

３
０
０
人
（
内
訳
、

浜
田
自
治
区
２
４
０
人
・
金
城

自
治
区
20
人
・
旭
自
治
区
５
人
・

弥
栄
自
治
区
５
人
・
三
隅
自
治

区
30
人
）

条
件　
次
の
全
て
該
当
す
る
人

⑴　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と
（
受
診
日
当
日
ま

で
に
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

で
な
く
な
っ
た
場
合
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。）

⑵　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

⑶　

平
成
25
年
度
に
脳
ド
ッ
ク
の

助
成
を
受
け
な
い
こ
と

自
己
負
担
額　
３
、
５
０
０
円

申
込
方
法　
官
製
は
が
き
に
受
診

希
望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・

③
性
別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連

絡
先
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２

人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有

効
と
な
り
ま
す
。

・
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
人
以
外

が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

全
国
戦
没
者
追
悼
式
の

参
列
者
を
募
集
し
ま
す

５
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

強
化
週
間
で
す

保
険
・
医
療
・
年
金

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険

「
一
日
外
来
人
間
ド
ッ
ク
」
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全
安
心
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業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

申
込
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

役
所
医
療
保
険
課
「
人
間
ド
ッ

ク
」
係

は
が
き
記
入
例

申
込
締
切
日　
５
月
14
日
㈫
必
着

結
果
の
お
知
ら
せ

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
（
先
着
順
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

・
抽
選
の
結
果
は
、
５
月
下
旬
に

全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

（表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市役所
医療保険課

「人間ドック」係

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

の
納
付
方
法
に
は
、
次
の
二
通
り

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収　
年
金
か
ら
天
引
き
で

納
付（
年
金
支
給
月
に
天
引
き
）

普
通
徴
収　
納
付
書
又
は
口
座
振

替
で
納
付
（
６
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
10
回
払
い
）

　

今
年
３
月
ま
で
普
通
徴
収
で
介

護
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
の
う

ち
、
昨
年
10
月
１
日
現
在
で
年
金

受
給
権
が
発
生
し
た
人
は
、
４
月

か
ら
納
付
方
法
が
特
別
徴
収
に
変

更
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金

を
担
保
に
借
入
れ
を
し
て
い
る
人

な
ど
は
、
特
別
徴
収
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
減
免

　

風
水
害
や
火
災
な
ど
の
災
害
に

あ
っ
た
場
合
や
、
世
帯
の
生
計
を

主
と
し
て
維
持
す
る
人
が
死
亡
・

失
業
・
事
業
を
廃
業
し
た
こ
と
な

ど
で
生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
保
険
料
が
減
免
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
減
免
に

は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
資
格
賦
課
係

（
☎
�
１
５
２
０
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
正
し
い
人

権
の
考
え
方
を
広
め
、
私
た
ち
の

人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

民
間
の
人
た
ち
で
す
。

　

講
演
会
の
開
催
、
啓
発
物
品
の

配
布
な
ど
、
人
権
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動

や
、
人
権
相
談
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

人
権
相
談
は
無
料
で
、
各
自
治

区
で
受
け
て
お
り
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

浜
田

日
時　
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時

～
正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
相

談
室 

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

龍
河　

和
子
（
松
原
町
）

西
井
久
美
子
（
高
田
町
）

坂
野　

昭
憲
（
黒
川
町
）

松
山
レ
イ
子
（
竹
迫
町
）

金
本　

孝
恵
（
熱
田
町
）

村
井　
　

勉
（
日
脚
町
）

其
原　

繁
広
（
内
田
町
）

石
田　

啓
真
（
下
府
町
）

河
野　

恒
弘
（
宇
野
町
）

金
城

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

内
藤　

大
拙
（
金
城
町
下
来
原
）

金
口　

重
生
（
金
城
町
久
佐
）

竹
田　
　

聰
（
金
城
町
小
国
）

旭人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

上
野　

壽
友
（
旭
町
今
市
）

佐
々
木
典
子
（
旭
町
都
川
）

弥
栄

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

金
高　

梅
子
（
弥
栄
町
稲
代
）

王
子　

幸
子
（
弥
栄
町
木
都
賀
）

三
隅

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

石
川　

朝
子
（
三
隅
町
三
隅
）

齋
藤　
　

篤
（
三
隅
町
岡
見
）

井
上　

義
樹
（
三
隅
町
井
野
）

※　

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
の

日
時
・
場
所
は
不
定
で
す
の
で
、

『
広
報
は
ま
だ
』
付
属
の
「
は

ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

三
隅
中
学
校
１
年
生
を
対
象
に
、

人
間
関
係
構
築
力
を
学
ぶ
「
赤
ち

ゃ
ん
登
校
日
」授
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
授
業
は
、
公
開
授
業
で
す

の
で
、
ど
な
た
で
も
参
観
で
き
ま

す
。

日
程事

前
学
習　

５
月
24
日
㈮

第
１
回　
　

５
月
31
日
㈮

第
２
回　
　

６
月
17
日
㈪

第
３
回　
　

７
月
12
日
㈮

時
間午

前
９
時
45
分
～
11
時
35
分

場
所　
三
隅
中
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
学
校
教
育
課

（
☎
�
９
７
１
０
）

介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

人
権

人
権
擁
護
委
員
を

ご
存
知
で
す
か

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

人
間
関
係
構
築
力
を
学
ぶ

「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」
授
業

を
行
い
ま
す



広報はまだ：平成25年５月号　　　24

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

　

県
で
は
、保
育
士
確
保
の
た
め
、

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な
修
学

資
金
の
貸
付
け
を
行
い
ま
す
。

対
象　
平
成
25
年
度
に
保
育
士
養

成
施
設
に
入
学
し
た
学
生
で
、

卒
業
後
県
内
の
保
育
所
な
ど
に

勤
務
し
よ
う
と
す
る
人

貸
与
額　
月
額
５
０
、
０
０
０
円

※　

生
活
保
護
世
帯
は
、
入
学
準

備
金
20
万
円
・
就
職
準
備
金

20
万
円
・
生
活
費
加
算
が
あ
り

ま
す
。

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

※　

卒
業
後
、
保
育
士
登
録
を
し

て
、
県
内
の
保
育
所
な
ど
に
５

年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、
全
額

免
除
と
な
り
ま
す
。

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
生
活

支
援
部
福
祉
資
金
係

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
９
６
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
サ
ロ
ン

　

東
南
ア
ジ
ア
の
国
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
興
味
が
あ
る
人
。
市
Ａ

Ｌ
Ｔ
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
身
の
テ

ン
テ
ン
・
リ
ン
さ
ん
と
一
緒
に
、

料
理
や
文
化
な
ど
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　
５
月
25
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
５
０
０
円（
会
員
無
料
）

小
学
生
２
５
０
円
・
幼
児
無
料

申
込
締
切
日　
５
月
21
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

　

平
成
25
年
度
後
期
分
助
成
事
業

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

対
象
事
業　
地
域
文
化
の
振
興
・

芸
術
文
化
の
振
興
・
国
際
文
化

の
交
流
を
目
的
と
し
た
、
民
間

団
体
に
よ
る
自
主
的
か
つ
創
造

的
事
業
で
、
９
月
か
ら
平
成
26

年
３
月
に
実
施
・
完
了
す
る
事

業
で
す
。

※　

営
利
法
人
や
行
政
機
関
が
実

質
主
体
者
で
あ
る
団
体
は
対
象

外
で
す
。

助
成
金
額　
対
象
経
費
の
１
／
２

以
内
で
、
10
万
円
単
位

申
込
締
切
日

５
月
31
日
㈮
当
日
消
印
有
効

申
込
方
法　
助
成
申
請
書
（
本
庁

文
化
振
興
課
及
び
各
支
所
教
育

委
員
会
分
室
・
各
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
信
託
し
ま
ね
文
化
フ
ァ
ン

ド
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０
）

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
と
人
材

育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る

全
国
大
会
及
び
国
際
大
会
出
場
者

（
個
人
・
団
体
）
に
激
励
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
者

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
県
又
は
県
単
位
以
上
の
地
域
の

代
表
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
人

（
た
だ
し
、
予
選
又
は
選
抜
を

経
て
全
国
規
模
で
実
施
さ
れ
る

競
技
大
会
に
限
る
。）

・
国
際
大
会
に
つ
い
て
は
、
日
本

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

必
要
書
類

・
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
関
す
る

届
出

・
全
国
大
会
要
項

・
全
国
大
会
出
場
申
込
書
の
写
し

及
び
参
加
者
名
簿
（
全
国
大
会

出
場
申
込
書
の
写
し
に
参
加
者

全
員
の
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い

れ
ば
参
加
者
名
簿
は
不
要
）

・
県
大
会
要
項
と
予
選
成
績
（
予

選
で
は
な
く
選
抜
の
場
合
は
、

選
抜
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
資

料
）

※　

国
際
大
会
出
場
の
場
合
は
、

前
記
の
「
全
国
」
又
は
「
県
」

を
「
国
際
」
に
読
み
替
え
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
�
９
７
２
１
）

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

公
益
信
託
し
ま
ね
文
化
フ
ァ
ン
ド

民
間
団
体
に
よ
る
自
主
的
・

創
造
的
活
動
に
助
成
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
で
全
国
大
会
以
上
の

大
会
に
出
場
す
る
人
に
激
励
金

を
交
付
し
ま
す
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　４月７日㈰、「とのさま桜ええげな祭り」が市役所周辺で行
われました。この催しは、殿町商店街振興組合青年部（８店舗）
が毎年開催しているものです。当日はあいにくの雨模様で、予
定されていた吹奏楽やよさこいなどのイベントステージや、市
役所裏浜田川沿いにある桜並木の歩行者天国が中止となってし
まい、花見客もまばらでした。
　季節外れの寒い１日となりましたが、訪れた人たちは、市役
所東分庁舎前の駐車場に並んだ、焼そばや焼き鳥などの屋台で
買い物などを楽しんでいました。

のぼり旗や標語板で安全運転を呼び掛けました

島根県立大学生によるよさこい

屋台で買い物を楽しみました

花束と商品券を受け取る岡村さん

　３月22日㈮、オープンから３年11か月を迎える地域交流プラ
ザ「まんてん」が、来場者50万人を達成しました。
　当施設は、移動手段を持たない高齢者などを対象とした移動
販売や、定期的にイベントを開催し集客に努めるなど、順調に
客足を伸ばし当初の予想より早い達成となりました。
　50万人目の来場者となった旭町木田在住の岡村文枝さんに、
記念の花束と商品券が贈られ、岡村さんは「ここができて大変
便利になった。新鮮でおいしい野菜を楽しみにしている」と話
していました。

　４月８日㈪、「春の全国交通安全運動」の一環として、浜田
市交通安全協会三隅支部による「人の目交通監視」が実施され
ました。これは、国道９号線が通勤で混雑する時間帯に、同支
部の会員が交通安全のぼり旗と標語板を持って歩道に立ち、安
全運転をドライバーなどに呼び掛け、交通安全意識の高揚を図
るものです。
　当日は、浜田警察署員の指導のもと、同支部の会員や地元住
民合わせて100人を超える参加者が、約150ｍにわたり歩道に立
ち、啓発活動を行いました。

　４月６日㈯・７㈰、「三隅大平桜まつり」が桜が見える付近
のイベント広場で行われました。両日ともあいにくの雨で、桜
の花びらも散り葉桜という状態でしたが、地元自治会などの出
店や、島根県立大学生によるよさこい踊りなど多数のイベント
もあり、約400人の来場者が訪れました。
　三隅大平桜は、学名を「ミスミオオヒラザクラ」といい、彼
岸桜と山桜の２つの性質を併せ持つ大変貴重な桜です。推定樹
齢は600年を超えるといわれ、過去の様々な災害を乗り越えい
まも雄大な姿を見せてくれます。

♥Town Topics まちのわだい

はまだ雨にも負けず祭りを楽しむ
～ とのさま桜ええげな祭り ～

みすみ雄大な桜の下でまつりを楽しむ
～ 三隅大平桜まつり ～

みすみゆとりをもって安全運転！
～ 春の全国交通安全運動「人の目交通監視」 ～

あさひ来場者50万人達成
～ 地域交流プラザ「まんてん」 ～
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　第８回美の里づくりコンクールで、旭自治区の都川自治会が
農林水産大臣賞を、三隅自治区の両谷連合自治会が審査員特別
賞を受賞しました。
　このコンクールは、地域の自主的努力により農山漁村の美し
い景観が保全・形成されている優れた活動を表彰するもので、
３月19日㈫に東京で授賞式が行われました。
　都川自治会の大屋一富さんは「都川地区の手付かずの自然が
評価された。背伸びをせず、これまでどおり地域を守っていき
たい」と話していました。

　３月13日㈬、「平成24年度農地・水保全管理対策中国四国農
政局長特別賞」の授与式が、市役所弥栄支所で行われ、島根県
の中から「弥栄町農地・水・環境保全管理協定」が受賞されま
した。
　この賞は、農地・水・環境の良好な保全活動をしている団体
に対して贈られるものです。
　この受賞を契機に、今後も弥栄町における環境に配慮したよ
り良い農業の推進に期待が高まります。

　３月14日㈭、サケの稚魚の放流が、宇野町内の下府川で行わ
れました。放流されたサケの稚魚は、下府川の環境保全活動を
行っている「下府川を楽しむ会」のメンバーと、上府小学校の
児童たちが約５万個の卵をふ化させたものです。
　この日は、上府小学校２・４年生の児童24人と同会の皆さん
が一緒に放流をしました。児童たちは、「大きくなって帰って
きてね」と声を掛けていました。
　この放流活動により、成長したサケが６年前から下府川の上
流まで帰ってきています。

　３月17日㈰、「第８回神楽の里かなぎ共演大会」が、ふれあ
いジム・かなぎで開催され、約600人の来場者でにぎわいました。
　この大会は、近隣の神楽団体との交流や、後継者の育成を目
的に開催されており、金城に春の訪れを告げる大会としても親
しまれています。
　今回は、市内から７団体、広島市佐伯区、鹿足郡吉賀町から
それぞれ１団体が出演し、神楽９演目が上演されました。
　会場では、繰り広げられる勇壮で華麗な神楽舞に大きな拍手
や歓声が送られました。

願いを込めて放流する児童

迫力ある石見神楽舞

市長表敬訪問に訪れた都川自治会（右）と両谷連合自治会（左）

環境に配慮した農業を推進していきます

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

浜田市から２団体受賞の快挙
～ 第８回美の里づくりコンクール ～

はまだ大きく育って帰ってきてね！
～ サケの稚魚を放流 ～

中国四国農政局長特別賞受賞！
～ 平成24年度農地・水保全管理対策 ～

かなぎ春の訪れを告げる神楽大会
～ 神楽の里かなぎ共演大会 ～

やさか
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　２月28日㈭、石見畳ヶ浦賽
さ い

の河
か わ ら

原洞窟で、平成24年10月から
実施していた落石対策工事が全て完了しました。
　石見畳ヶ浦は国指定の天然記念物であり、賽の河原洞窟を通
行する人の安全管理はもとより、文化財としての価値を損なわ
ないよう景観にも配慮して、工事を行いました。
　工事が完了したトンネル内は、通路を拡幅し、従来よりも安
全・快適に通行できるようになっています。
　この機会に、石見畳ヶ浦へ出掛けてみてください。

　３月４日㈪、島根県理容生活衛生同業組合浜田支部から、タ
オルの寄贈をいただきました。
　同支部では、高齢者福祉施設において、「使用済みのもので
あってもタオルがたくさんあると大変喜ばれる」と聞き、市内
の加盟理容店や来店客に呼び掛け、１年間でタオル約600枚を
集められました。市が受け取ったタオルは、市内の特別養護老
人ホーム４施設に贈り、施設において有効に活用されます。
　同支部では、「今後もタオルを集める活動を続けていきたい」
と話されていました。

　３月９日㈯、「第６回どぶろくの里 弥栄神楽まつり」が、弥
栄会館で開催されました。
　今年は、地元の安城・杵束神楽社中のほかに、西村・丸茂の
２団体が出演し、神楽９演目が上演されました。
　当日は、どぶろく特区弥栄町の「里山桜」「神の恵」「弥

い や

盛
し ろ

」
も販売され、熱気あふれる神楽のステージと、会場で販売され
たどぶろくで、会場は大いに盛り上がっていました。
　満席の会場には、市外からの観客も多く、神楽と温かいおも
てなしを堪能していました。 ほんのりどぶろくの香りが漂う会場は大盛況！

落石対策工事が完了した賽の河原洞窟

　３月７日㈭、浜田圏域健康長寿しまね推進会議の表彰式が浜
田合同庁舎で行われ、「伊

い

木
ぎ

いきいきサロン」の皆さんが健康
づくりグループ表彰（浜田圏域会長賞）を受賞されました。
　サロンの代表者からは、「健康教室、世代間交流活動、お出
掛けいきいきサロンなど、地域の親睦を図りながら活動してき
た。その成果として現在、伊木には認知症の人がおられない」
と発表がありました。また、同時に行われた「7024よい歯のコ
ンクール表彰」では上山勝子さん（波佐）が最優秀賞を、小嶺
ヤスエさん（今福）が優秀賞を受賞されました。活動報告をする伊木いきいきサロンの皆さん

タオルを福祉施設に届けます

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

やさか神楽と温かいおもてなし
～ どぶろくの里 やさか神楽まつり ～

タオルを福祉施設で有効活用してください
～ 島根県理容生活衛生同業組合浜田支部 ～

石見畳ヶ浦へ出掛けてみませんか
～ 石見畳ヶ浦賽の河原洞窟の落石対策工事が完了 ～

健康づくり、生きがい活動表彰
～ 浜田圏域健康長寿しまね推進会議表彰式 ～

かなぎ
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金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８

　

５
月
26
日
㈰
、
三
隅
図
書
館
が

開
館
し
ま
す
。「
市
民
が
集
い　

市
民
が
創
る
生
涯
学
習
拠
点　

人

が
輝
き
文
化
の
か
お
る
図
書
館
」

の
建
設
を
目
指
し
、
昨
年
５
月
に

着
工
し
、
今
年
の
３
月
に
完
成
し

ま
し
た
。

建
物
の
概
要

場
所　
三
隅
町
古
市
場
２
０
０
２

番
地

構
造　
鉄
骨
造
瓦
葺
平
屋
建

面
積　
７
４
３
・
57
㎡

蔵
書
冊
数　
約
３
万
冊
（
全
て
開

架
書
庫
で
、
開
館
時
は
約
２
万

冊
を
蔵
書
。
毎
年
度
計
画
的
に

購
入
。）

太
陽
光
発
電　
出
力
約
60　
kｗ

特
徴

・
明
る
く
開
放
感
の
あ
る
室
内
空

間
・
人
に
優
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ア
プ
ロ
ー
チ
・
屋
根
付
き
の
駐

車
場

・
児
童
図
書
の
充
実
（
約
１
万
冊

を
収
蔵)

・
お
話
の
部
屋
コ
ー
ナ
ー（
幼
児
・

児
童
を
対
象
に
遊
び
感
覚
で
本

に
親
し
む
）

・
多
目
的
室
（
児
童
・
生
徒
・
学

生
・
一
般
用
の
多
目
的
な
活
用

ス
ペ
ー
ス
）

・
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
談
笑
が
で

き
る
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
・
畳
コ
ー

ナ
ー

・
石
州
瓦
・
石
州
和
紙
（
館
内
の

サ
イ
ン
表
示
は
可
能
な
限
り
和

紙
を
使
用
）・
県
産
木
材
の
活

用
・
太
陽
光
発
電
設
備
（
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
で
二
酸
化
炭

素
排
出
抑
制
の
普
及
Ｐ
Ｒ
）

開
館
日
時

　

５
月
26
日
㈰　

午
前
10
時
～

※　

開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

完成写真（３月26日撮影）

　

中
央
図
書
館
の
開
館
（
８
月
10

日
㈯
）
に
あ
た
り
、
屋
外
催
事
ス

ペ
ー
ス
で
出
展
す
る
出
展
者
な
ど

を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
必
要
書
類
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

内
容　
市
民
活
動
の
紹
介
・
飲
食

物
の
販
売
な
ど

日
時　
８
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

場
所　
中
央
図
書
館
屋
外
催
事
ス

ペ
ー
ス

募
集
数　
各
日
２
店
舗

応
募
要
件　
浜
田
市
を
拠
点
と
し

て
活
動
す
る
団
体
又
は
浜
田
市

に
本
店
又
は
営
業
所
な
ど
を
有

す
る
企
業
で
、
来
館
者
及
び
関

係
者
と
一
緒
に
中
央
図
書
館
の

開
館
を
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
を

も
っ
て
祝
い
た
い
と
い
う
強
い

意
志
を
も
つ
団
体
又
は
企
業

※　

申
込
み
が
募
集
数
を
超
え
た

場
合
は
、
公
益
性
や
効
果
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
の
上
、
中
央

図
書
館
長
が
決
定
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

５
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

応
募
方
法　
団
体
な
ど
の
活
動
実

績
及
び
今
後
の
活
動
計
画
が
確

認
で
き
る
書
類
・
参
加
予
定
者

名
簿
及
び
企
画
書
（
い
ず
れ
も

様
式
不
問
）
を
持
参
の
上
、
出

展
な
ど
の
内
容
説
明
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※　

出
展
者
な
ど
に
は
、
テ
ン
ト

１
張
り
を
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。

応
募
先　
旧
浜
田
図
書
館（
殿
町
）

※　

連
絡
を
し
て
か
ら
来
館
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
央
図
書
館
読
書
推
進
係

（
☎
�
０
４
８
０
）

館内イメージ図

正
義
の
セ

　
　
　
　
　
　
　
　

阿
川
佐
和
子

　
「
聞
く
力
」の
著
者
が
描
く
小
説
。

東
京
下
町
生
ま
れ
の
竹
村
凛
々
子

は
、
検
事
に
な
っ
た
。
子
ど
も
の

頃
か
ら
正
義
感
が
強
く
法
曹
界
に

入
っ
た
が
、
苦
戦
の
連
続
。
同
僚

や
先
輩
・
刑
事
・
家
族
な
ど
周
囲

に
支
え
ら
れ
て
難
関
に
挑
む
が
、

あ
る
日
取
り
調
べ
の
際
に
…
。

　

３
部
作
の
第
１
作
で
す
。

貸
出
冊
数　
個
人　

10
冊
ま
で

　
　
　
　
　

団
体　

50
冊
ま
で

貸
出
期
間　
個
人　

２
週
間

　
　
　
　
　

団
体　

１
か
月
間

※　

中
央
図
書
館
及
び
三
隅
図
書

館
は
、
開
館
準
備
中
で
す
。

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

臨
時
休
館
日

　

５
月
８
日
㈬
・
９
日
㈭

図書館情報
三
隅
図
書
館
が

　
　
　

開
館
し
ま
す

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

中
央
図
書
館
開
館
日
に
出
展

す
る
人
な
ど
を
募
集
し
ま
す

　

新
刊
紹
介

図
書
館
の
利
用
案
内
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北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
情
報
交
換
・
知
識
交

流
を
通
じ
て
研
究
に
励
み
、
互
い
に

知
的
刺
激
を
与
え
合
う
「
市
民
研
究

員
制
度
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
市
民
研
究
員

同
士
の
グ
ル
ー
プ
研
究
や
大
学
院
生

と
の
共
同
研
究
な
ど
大
学
な
ら
で
は

の
企
画
・
交
流
が
知
的
好
奇
心
を
く

す
ぐ
る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
研
究
員
の
登
録
に
は
、
特
に
必

要
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
と

い
う
国
際
性
豊
か
な
場
所
で
、
一
緒

に
研
究
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
締
切
日　
５
月
８
日
㈬
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

国
際
交
流
課

（
☎
�
９
０
６
３
）

　

３
月
19
日
㈫
、
島
根
県
立
大
学
浜

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
総
合
政
策
学
部

卒
業
証
書
授
与
式
と
大
学
院
学
位
記

授
与
式
が
挙
行
さ
れ
、
総
合
政
策
学

部
卒
業
生
２
２
４
人
、
大
学
院
修
了

生
８
人
が
本
学
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

本
田
雄
一
学
長
か
ら
の
、
は
な
む

け
の
言
葉
に
対
し
て
、
総
合
政
策
学

部
卒
業
生
を
代
表
し
て
、
山
田
佳
奈

さ
ん
か
ら
は
「
置
か
れ
た
環
境
へ
の

感
謝
」「
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
教
職

員
の
皆
さ
ん
、
並
び
に
家
族
へ
の
感

謝
」「
仲
間
へ
の
感
謝
」
と
い
う
３

つ
の
感
謝
が
謝
辞
と
し
て
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
院
修
了
生
を
代
表
し

て
、
兒
島
正
俊
さ
ん
か
ら
は
「
北
東

ア
ジ
ア
開
発
研
究
科
で
学
ん
だ
こ
と

や
多
く
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を

生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
の
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

謝辞を述べる山田佳奈さん

　

式
典
の
中
で
は
、
学
術
や
文
化
、

社
会
活
動
で
成
果
を
挙
げ
た
浜
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
10
人
、
団
体
３

組
に
対
し
て
、
島
根
県
立
大
学
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
、
別
会
場
で
在
学

証
書
授
与
式
が
催
さ
れ
、
平
岡
都
さ

ん
へ
の
在
学
証
書
が
、
都
さ
ん
の
ご

両
親
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
根
県
立
大
学
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
学
生
と
、
こ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
す
る
地
域

の
皆
さ
ん
の
情
報
を
集
め
、
学
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
活
動
に
学
生
の
ア
イ

デ
ィ
ア
や
力
を
借
り
た
い
！
学
生
に

盛
り
上
げ
て
欲
し
い
！
な
ど
、
学
生

が
活
動
す
る
の
に
適
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

①一人ひとりの小さな一歩が未来を拓く～一人ひとり
にできるリーダーシップとは何かについて考える～

５月11日㈯　午後１時15分～２時45分
　講師　鎌田恭幸さん（鎌倉投信㈱代表取締役社長）

②地域に現金収入を得る手段を創出したい
５月18日㈯　午後１時15分～２時45分
　講師　三澤誠さん（㈲エヌ・イー・ワークス代表

取締役社長）

③意外と知らない？自転車のルール・マナー
④意外と知らない？航空・空港のすがた
５月25日㈯　午後１時15分～３時15分
　③講師　松田善臣先生（浜田キャンパス准教授）
　④講師　西藤真一先生（浜田キャンパス講師）

⑤県大生による海外でのサービス・ラーニング
５月29日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　マニング・クレイグ先生（浜田キャンパス

講師）
場所　島根県立大学講義・研究棟　中講義室３

問い合わせ先
　地域連携課（☎�２３９６）

平成25年度浜田キャンパスサポーター募集中！
　県立大学では、浜田キャンパスサポーターを募
集中です。サポーターになると、浜田キャンパス
情報満載の『オロリンタイムズ』（郵送）や『キャ
ンサポ通信』（メールマガジン）を定期的に送付
します。そのほか、様々な特典を用意しています。
詳しくは、大学ホームページをご覧ください。
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vol.115
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

市
民
研
究
員
を
募
集

平
成
24
年
度
総
合
政
策
学
部

卒
業
証
書
授
与
式
・
大
学
院

学
位
記
授
与
式

ボ
ラ
ン
テ
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石
正
美
術
館
で
は
、
企
画
展
「
薫

る
花
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

絵
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
花
は
昔

か
ら
多
く
の
画
家
た
ち
の
手
に
よ
っ

て
描
か
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
同

じ
花
を
描
い
て
い
て
も
、
描
く
テ
ー

マ
や
表
現
は
画
家
に
よ
っ
て
全
く
異

な
り
ま
す
。

岸本裕子「芥子」（2007 年）

　

日
本
画
家
・
石
本
正
（
92
歳
・
三

隅
町
出
身
）
も
、
花
を
愛
し
描
い
て

き
た
画
家
の
一
人
で
す
。

　

本
館
で
は
、
彼
の
心
の
眼
に
映
る

「
花
」
の
姿
、
新
館
で
は
15
人
の
画

家
た
ち
に
よ
る
花
の
世
界
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
花
」
と
い
う
一
つ
の
テ
ー
マ
か

ら
生
ま
れ
る
様
々
な
世
界
を
、
ぜ
ひ

会
場
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
６
月
21
日
㈮
ま
で

料
金

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
し
ま
ね
家

庭
の
日
）
は
、
家
族
連
れ
の
入
場

者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は
無
料

で
す
。

《本館・新館展示室》
企画展「薫る花」
　　６月21日㈮まで

《ギャラリー展示》
石本正「花の素描展」
　　５月10日㈮まで
水元満夫写真展「太陽・月・星」
　　５月11日㈯～22日㈬
松尾勝義写真展「あの時の光・その
時の風」
　　５月25日㈯～６月７日㈮
※　写真は全て、石州の手漉

す

き和紙
にプリントしています。

《イベント情報》
ゴールデンウィークに美術館で遊ぼう！
竹の鉄砲をつくって遊ぼう！
　　５月３日㈷　午後１時～３時
光る泥団子をつくろう！
　　５月５日㈷　午後１時～３時
※　材料費が必要です。
松尾勝義写真を語る会
　　６月１日㈯　午後２時～３時

　杉や草の実などを鉄砲玉にして遊ぶ、昔懐かしのおもちゃ
「竹鉄砲」。自分で作った鉄砲で、ポンっと音をたてて飛ん
でいく玉の距離を競うのはとっても楽しい♪子どもはもちろ
ん、竹鉄砲作りが得意な大人もみんな一緒に遊びましょう！
日時　５月３日㈷　午後１時～３時
場所　石正美術館中庭
料金　無料

　真ん丸でピカピカの泥団子、作ってみたいと思いません
か？
日時　５月５日㈷　午後１時～３時
場所　石正美術館中庭
料金　３００円（材料費）

問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
の
お
知
ら
せ

◎竹の鉄砲をつくって遊ぼう！

◎光る泥団子をつくろう！
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世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
５
月

19
日
㈰
ま
で
「
や
な
せ
た
か
し
の
世

界
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
絵
本

原
画
を
中
心
に
、
雑
誌
「
詩
と
メ
ル

ヘ
ン
」
の
表
紙
原
画
や
「
や
な
せ
た

か
し
の
メ
ル
ヘ
ン
絵
本
」
の
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
な
ど
、
約
１
２
０
点
の
作
品

を
通
し
、
や
な
せ
さ
ん
の
足
跡
を
紹

介
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
園
児
が
描
い
た

ア
ン
パ
ン
マ
ン
作
品
や
読
書
コ
ー

ナ
ー
、
パ
ン
工
場
の
ジ
オ
ラ
マ
な
ど

も
あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
空
間
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
工
作

コ
ー
ナ
ー
は
、
割
り
ピ
ン
を
使
っ
た

パ
チ
パ
チ
と
音
の
鳴
る
か
わ
い
ら
し

い
作
品
が
で
き
る
と
あ
っ
て
、
人
気

の
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど

の
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
も
充
実
し
て
い

ま
す
。

　

会
期
は
残
り
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、“
や
な
せ
た
か
し
の

世
界
”
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
５
月
19
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　

小
・
中
学
生　
　

２
０
０
円

■
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
創
作
活
動

《
香
り
の
こ
び
ん
》

　

ネ
バ
ネ
バ
の
液
体
に
、
色
と
香
り

を
付
け
て
か
わ
い
く
飾
れ
ば
芳
香
剤

の
で
き
あ
が
り
！

◎
５
月
３
日
㈷
～
６
日
（振）

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
ブ
ル
ル
ン
コ
プ
タ
ー
》

　

透
明
板
の
羽
に
色
を
塗
っ
て
よ
く

飛
ぶ
お
も
ち
ゃ
を
作
る
よ
。

◎
５
月
３
日
㈷
・
４
日
㈷

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
偏
光
板
万
華
鏡
》

　

偏
光
板
を
使
っ
て
キ
ラ
キ
ラ
光
る

万
華
鏡
を
作
ろ
う
。

◎
５
月
５
日
㈷
・
６
日
（振）

●
参
加
費　
１
人
４
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
し
ゃ
ぼ
ん
玉
ホ
リ
デ
ー
》

　

し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
飛
ば
す
道
具
を

作
っ
て
遊
ぼ
う
。

◎
５
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

※　

雨
天
の
場
合
は
、
ほ
か
の
活
動

に
変
更
し
ま
す
。

《
く
る
く
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
》

　

円
形
の
紙
に
好
き
な
絵
を
描
い
て

ク
ル
ク
ル
回
し
て
見
て
み
よ
う
！

◎
５
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
５
０
円

《
藍
染
め
の
ハ
ン
カ
チ
》

　

染
色
に
挑
戦
し
よ
う
。

◎
５
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

●
講
師　

大
谷
能
子
さ
ん

※　

各
日
限
定
10
人
に
大
人
用
大
判

ス
カ
ー
フ（
染
色
用
）を
１
、
５
０

　

０
円
で
販
売
予
定
。

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
楽
し
い
陶
芸
》
（
全
６
回
）

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
皿
や
コ
ッ

プ
・
置
物
な
ど
を
一
緒
に
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　
５
月
30
日
㈭
・
31
日
㈮
・
６

月
６
日
㈭
・
７
日
㈮
・
27
日
㈭
・

７
月
11
日
㈭

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

講
師　
岡
田
容
量
さ
ん

料
金　
４
、
０
０
０
円

定
員　
先
着
15
人

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

５
月
の
休
館
日

月
曜
日　
13
日
・
20
日
・
27
日

振
替
日　
７
日
㈫

展
示
替　
21
日
㈫
～
24
日
㈮

読書コーナー

工作コーナー

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.197

有

料

広

告

や
な
せ
た
か
し
の
世
界
展

～
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
～

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

一
般
講
座
受
講
生
募
集
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浜
田
郷
土
資
料
館
友
の
会
で
は
、

会
員
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
合
同
視

察
研
修
と
し
て
、
岩
国
方
面
の
作
家

の
生
家
や
錦
帯
橋
周
辺
を
見
学
し
ま

す
。

日　
５
月
18
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
50
分

場　
宇
野
千
代
生
家
・
錦
帯
橋
周
辺

（
岩
国
市
）

集
合
場
所　
浜
田
郷
土
資
料
館

定　
45
人

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

料　
６
、
７
０
０
円
程
度
（
当
日
徴

集
し
ま
す
。）

申
込
期
間　
５
月
３
日
㈷
～
14
日
㈫

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
直

接
来
館
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
６
４
５
３
）

　

ス
キ
ー
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た
棒

を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
ポ

ー
ル
を
つ
い
て
歩
く
こ
と
で
足
の
負

担
を
軽
く
、
無
理
な
く
腕
や
肩
な
ど

の
筋
肉
も
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

体
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
楽
し
く
一

緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

日　
５
月
19
日
㈰
・
６
月
16
日
㈰

（
小
雨
決
行
）

　

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所

　

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

講
師　
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

定　
30
人
程
度

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

歩
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
物
・
着
替
え
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

今
回
は
、
松
原
湾
が
見
渡
せ
る
場

所
で
実
施
し
ま
す
。

日　
５
月
25
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
城
山
社
務
所
前

清
掃
場
所　
城
山
一
帯

※　

軍
手
な
ど
は
用
意
し
ま
す
。
の

こ
ぎ
り
な
ど
木
を
切
れ
る
道
具
が

あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）
「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

５
月
の
風
と
日
ざ
し
を
浴
び
な
が

ら
、国
府
地
域
の
町
並
み
を
観
察
し
、

新
し
い
息
吹
や
残
さ
れ
て
い
る
伝
統

文
化
・
史
跡
に
触
れ
な
が
ら
歴
史
を

た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
島
根
県

予
選
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も
（
小
学
校
４
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
島
根
県
予
選
参
加
資
格

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

⑴　

県
内
在
住
で
、
昭
和
29
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

⑵　

チ
ー
ム
は
５
人
編
成
で
、
男
女

の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

⑶　

競
技
に
耐
え
ら
れ
る
健
康
な
人

日　
５
月
26
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

受
付　
午
前
８
時
30
分
～
９
時

場　
国
府
公
民
館

料　
小
学
生
以
上
１
人
５
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
。）

申
込
締
切
日　
５
月
23
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※　

雨
天
の
場
合
は
、
雨
具
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
事
務
局　

鳥
落
隆
子
さ
ん

（
昼
☎
�
７
７
９
２
・
▢ＦＡＸ
�
７
８

１
３
・
夜
☎
�
３
５
３
７
・
▢ＦＡＸ
�

３
８
７
３
）

　

毎
年
好
評
の
「
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
を
今
年
も
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
10
回
目
の
記
念
と
し
て

豪
華
賞
品
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
家

族
・
職
場
・
友
人
・
学
生
な
ど
で
チ
ー

ム
を
作
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
学
生
（
高
学
年
）
以
上
で

まちかど伝言板
募
　

集

宇
野
千
代
生
家
と
錦
帯
橋

周
辺
め
ぐ
り
参
加
者

有

料

広

告

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

古
事
記
１
３
０
０
年
縁え

に
し

の

　
浜
田
城
大
清
掃
参
加
者

浜
田
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者

第
10
回
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー

　
　
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
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遊
び
心
と
健
康
に
自
身
の
あ
る
人

日　
６
月
２
日
㈰

集
合
時
間　
午
前
８
時

競
技
開
始　
午
前
８
時
30
分

場　
周
布
小
学
校
校
庭
側
水
田

定　
先
着
48
チ
ー
ム

※　

１
チ
ー
ム
４
人
か
ら
６
人
で
、

で
き
る
だ
け
男
女
混
成
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

料　
１
チ
ー
ム
３
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
周
布
公
民
館

（
☎
�
０
０
５
８
）

　

原
井
幼
稚
園
に
遊
び
に
来
て
み
ま

せ
ん
か
？
親
子
で
園
児
た
ち
と
一
緒

に
遊
び
な
が
ら
園
の
環
境
に
慣
れ
た

り
、
た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ
く
っ
た

り
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

保
護
者
同
士
で
、
育
児
の
悩
み
な

ど
を
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。
ま
た
、
交
流

会
と
は
別
に
、
ひ
ま
わ
り
広
場
も
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
未
就
園
児
親
子

日　
初
回　

５
月
24
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場　
原
井
幼
稚
園

※　

園
内
に
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
原
井
幼
稚
園
（
☎
�
０
０
７
６
）

　

園
児
と
の
交
流
会
や
園
行
事
に
参

加
し
て
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
？
子

育
て
の
情
報
交
換
な
ど
し
な
が
ら
、

一
緒
に
楽
し
く
子
育
て
を
し
ま
し
ょ

う
。

対
象　
未
就
園
児
親
子

日　
初
回　

５
月
23
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場　
石
見
幼
稚
園

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
公

園
第
一
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問　
石
見
幼
稚
園
（
☎
�
０
４
９
３
）

　

就
学
前
の
未
就
園
児
親
子
が
共
に

集
い
、
遊
び
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

み
な
が
ら
子
育
て
の
輪
を
広
げ
る

サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

園
児
の
明
る
い
声
を
聞
き
な
が
ら

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

対
象　
未
就
園
児
親
子

日　
初
回　

５
月
23
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時

場　
長
浜
幼
稚
園

料　
１
家
族
５
０
円
（
１
か
月
）

　

前
期
３
０
０
円
（
４
月
～
９
月
）

　

後
期
３
０
０
円
（
10
月
～
３
月
）

問　
長
浜
幼
稚
園
（
☎
�
０
５
７
５
）

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・

地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど
を
通
し

て
、お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、

国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
ま
す
。

対
象

　

小
学
校
３
年
生
～
高
校
３
年
生

派
遣
先　
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ

イ
パ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

派
遣
期
間　
７
月
25
日
㈭
～
８
月
13

日
㈫
の
８
～
18
日
間

料　
23
万
～
60
万
円
（
別
途
、
共
通

経
費
が
必
要
で
す
。）

申
込
締
切
日

　

６
月
３
日
㈪
又
は
10
日
㈪

※　

対
象
・
期
間
・
料
金
・
申
込
締

切
日
は
、
派
遣
先
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な

点
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
☎
０
３
‐
６
４
５
９
‐
４
６
６

１
・
▢ＦＡＸ
０
３
‐
６
４
５
９
‐
４
６

３
３
）

Em
ail:info@

kskk.or.jp
http://w

w
w

.kskk.or.jp

会
員
募
集

　

あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
内
在
住

で
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。

入
会
説
明
会

日　
毎
月
20
日
（
20
日
が
休
日
の
場

合
は
翌
営
業
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

場　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
の
仕
事

　

高
齢
者
に
適
し
た
次
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

除
草
・
草
刈
り
、
屋
内
・
屋
外
清

掃
、
植
木
の
剪せ

ん

定て
い

、
自
動
車
運
転
、

家
事
手
伝
い
、
ふ
す
ま
・
障
子
張

り
、
毛
筆
筆
耕
・
宛
名
書
き
、
家

屋
の
修
繕
・
刃
物
研
ぎ　

な
ど

○
人
を
雇
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
早

く
処
理
し
た
い
仕
事
が
で
き
た
と

き
○
家
庭
内
の
仕
事
で
手
伝
っ
て
も
ら

え
る
適
当
な
人
が
い
な
い
と
き

　

こ
ん
な
と
き
、
気
軽
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

公
益
社
団
法
人
浜
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
４
６
８
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

原
井
幼
稚
園
ひ
ま
わ
り
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者

石
見
幼
稚
園
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者

長
浜
幼
稚
園
ピ
ッ
コ
ロ
隊

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
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事
務
ワ
ー
ク
科

　

企
業
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
仕
事

の
出
来
栄
え
な
ど
の
品
質
管
理
に
必

要
な
管
理
サ
イ
ク
ル
（
計
画
・
実
行
・

評
価
・
改
善
）
の
知
識
や
技
能
を
習

得
し
ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
中
学
校
以
上
を

卒
業
し
た
人

入
校
検
定
日　
５
月
22
日
㈬

検
定
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

定　
10
人

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

費
自
己
負
担
）

訓
練
期
間

　

６
月
18
日
㈫
～
12
月
６
日
㈮

訓
練
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

申
込
方
法　
願
書
（
西
部
高
等
技
術

校
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

所
定
の
職
業
相
談
が
必
要
で
す
。

募
集
締
切
日

　

５
月
10
日
㈮
当
日
消
印
有
効

浜
田
Ｏ
Ａ
経
理
科

　

簿
記
の
基
本
知
識
と
実
践
的
な
Ｉ

Ｔ
ス
キ
ル
（W

ord

・Excel

な
ど
）

を
身
に
付
け
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

情
報
発
信
が
で
き
る
人
材
を
養
成
し

ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
の

知
識
も
習
得
し
ま
す
。

対
象　
求
職
者

入
校
検
定
日　
６
月
12
日
㈬

検
定
場
所

　

浜
田
合
同
庁
舎
５
階
中
会
議
室

定　
20
人

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

費
自
己
負
担
）

訓
練
期
間

　

７
月
２
日
㈫
～
10
月
31
日
㈭

訓
練
場
所

　

㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
浜
田
教
室

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

申
込
方
法　
願
書
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
日　
６
月
５
日
㈬

問　
西
部
高
等
技
術
校　

木
村
さ
ん

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

http://w
w

w
.pref.shim

ane.lg.jp/
seibu_gijutsu/

　

ゲ
ー
ム
・
体
操
・
折
り
紙
・
う
た

遊
び
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象　

介
護
予
防
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
人

日　
毎
月
１
回
木
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

日
程　
５
月
９
日
・
６
月
13
日
・
７

月
11
日
・
８
月
８
日
・
９
月
12
日
・

10
月
10
日
・
11
月
14
日
・
12
月
12

日
・
１
月
９
日
・
２
月
13
日
・
３

月
13
日
（
全
11
回
）

場　
石
見
公
民
館

定　
先
着
30
人

料　
１
回
３
０
０
円

申
込
締
切
日　
５
月
７
日
㈫

申
込
方
法　
直
接
又
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

動
き
や
す
い
服
装
で
、
室
内
用

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

継
続
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す
が
、

途
中
か
ら
の
受
講
や
欠
席
も
可
能

で
す
。

申
・
問　
石
見
公
民
館

（
☎
�
１
３
８
０
）

　

島
根
い
の
ち
の
電
話
で
は
、
様
々

な
悩
み
を
抱
え
た
人
か
ら
年
間
１
万

件
近
く
電
話
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
を
増
や
し
、
自
殺
予
防
に

貢
献
し
て
い
く
た
め
、
電
話
相
談
員

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

20
歳
～
65
歳
ま
で
の
人
で

「
い
の
ち
の
電
話
」
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
電
話
相
談

員
と
し
て
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
で
き
る
人

日　
毎
週
土
曜
日
（
第
４
土
曜
日
は

除
く
。）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

・
前
期
（
講
義
）
６
月
～
10
月

・
後
期
（
演
習
）

　
　
　

11
月
～
平
成
26
年
４
月

場　
い
わ
み
ー
る

料　
２
０
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
）

申
込
締
切
日　
５
月
20
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
社
会
福
祉
法
人
島
根
い
の

ち
の
電
話
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
８
５
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
２
�
５
９
８
６
）

Em
ail:s-inochi@

sm
ile.ocn.ne.jp

有

料

広

告

資
格
・
試
験

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生

教
室
・
講
座

介
護
予
防
笑
楽
講
座
パ
ー
ト
Ⅶ

島
根
い
の
ち
の
電
話
石
見
分
室

第
２
期
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
養
成
講
座

　

　



35　　　広報はまだ：平成25年５月号

　

サ
ッ
カ
ー
大
好
き
！
体
を
動
か
し

た
い
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
ス
ク
ー

ル
を
開
設
し
ま
す
。
初
心
者
も
大
歓

迎
で
す
。

対
象

レ
デ
ィ
ー
ス
・
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

　

小
学
生
の
部
・
中
学
生
以
上
の
部

シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

40
歳
以
上

日　
毎
週
土
曜
日

　

午
後
５
時
～
７
時

場　
浜
田
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
）

※　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

一
般
社
団
法
人
島
根
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
浜
田
支
部

（
☎
�
８
５
５
０
）

　

石
見
公
民
館
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ク
ッ

ブ
・
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
・
バ
ッ
ゴ
ー
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
、
年

齢
に
関
係
な
く
、
健
康
的
に
、
親
し

み
や
す
く
、
楽
し
く
、
適
度
に
運
動

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日午
前
の
部

　

毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

夜
の
部

　

毎
月
第
２
金
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
石
見
公
民
館

定　
各
30
人

料　
無
料

※　

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
な
ど
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
公
民
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
８
０
）

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
情
報

取
得
の
手
段
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も

の
に
点
訳
・
音
訳
が
あ
り
ま
す
。
視

覚
障
が
い
者
の
情
報
格
差
解
消
に
取

り
組
め
る
点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
の
養

成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

　

点
訳
の
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
、

視
覚
障
が
い
者
が
利
用
す
る
点
字
図

書
を
作
製
し
ま
す
。

対
象　
点
訳
奉
仕
を
希
望
す
る
65
歳

未
満
で
、
講
習
会
終
了
後
に
継
続

し
て
活
動
が
で
き
る
人

日　
５
月
15
日
㈬
～
平
成
26
年
３
月

12
日
㈬
（
全
25
回
）

　

午
前
10
時
～
正
午

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
習
会

　

朗
読
（
音
訳
）
技
術
を
身
に
付
け
、

音
声
を
パ
ソ
コ
ン
に
録
音
し
、
視
覚

障
が
い
者
が
利
用
す
る
録
音
図
書
を

作
り
ま
す
。

対
象　
朗
読
奉
仕
を
希
望
す
る
65
歳

未
満
で
、
講
習
会
終
了
後
に
継
続

し
て
活
動
が
で
き
る
人

日　
５
月
22
日
㈬
～
平
成
26
年
２
月

５
日
㈬
（
全
21
回
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
15
分

共
通
事
項

場
　

い
わ
み
ー
る
４
階
視
聴
覚
研
修
室

講
師　
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー
職
員

料　
１
、
０
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
締
切
日　
５
月
14
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
（
当
日
、
会
場
で
も
受
け

付
け
ま
す
）。

申
・
問　
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３
４
・
▢ＦＡＸ

�
９
３
３
５
）

　

山
野
草
・
シ
ダ
類
・
斑
入
物
・
寄

せ
植
え
・
コ
ケ
玉
な
ど
約
２
５
０
鉢

を
展
示
、
苗
の
頒
布
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

日　
５
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
12
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
三
隅
公
民
館

問　
三
隅
植
物
愛
好
花か

囲い　

三
浦
博

文
さ
ん
（
☎
�
１
９
０
６
）

　

物
語
や
昔
話
を
覚
え
、
語
っ
て
聞

か
せ
る
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
。
想

像
力
が
膨
ら
む
お
話
の
世
界
を
体
験

し
て
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
11
日
㈯

子
ど
も
の
た
め
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

対
象　
小
学
生

開
場　
午
前
10
時

開
演　
午
前
10
時
30
分

大
人
の
た
め
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

対
象　
中
学
生
以
上

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場　
原
井
小
学
校
２
階
会
議
室

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
赤
い
ほ
っ
ぺ
の
会

荒
木
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
２
２
９

３
‐
９
７
５
４
）

　

高
等
部
に
１
人
の
新
入
生
を
迎
え
、

新
し
く
出
発
し
た
浜
田
ろ
う
学
校
で

す
が
、
体
育
祭
は
、
全
校
の
み
ん
な

で
取
り
組
む
１
つ
目
の
学
校
行
事
に

な
り
ま
す
。

　

総
勢
わ
ず
か
９
人
の
幼
児
児
童
生

徒
た
ち
で
す
が
、
今
年
度
も
地
域
の

皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
に

ぎ
や
か
な
体
育
祭
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
創
立
60
周
年
の

記
念
大
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日　
５
月
12
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場　
浜
田
ろ
う
学
校

※　

日
程
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
ろ
う
学
校　

小
野
山
さ
ん

（
☎
�
０
１
４
６
・
▢ＦＡＸ
�
２
０
６

３
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

点
訳
・
朗
読
奉
仕
員

　
　
　
　
　
養
成
講
習
会

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

第
22
回
野
の
花
・
山
の
香

自
然
を
と
も
に
山
野
草
展

お
話
交
流
会
in
原
井
小

浜
田
ろ
う
学
校

　
　
　
　
60
周
年
体
育
祭
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鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
名
刀

を
見
て
、
日
本
刀
の
美
し
さ
や
刀
の

持
つ
魅
力
を
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
本
刀
の
反
り
や
刃
文
は
時
代
に

よ
っ
て
変
遷
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
鑑
賞
方
法
な
ど
は
会
員
が
指

導
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
員
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
れ
る
人
な

ら
老
若
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

日　
５
月
12
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

料　
２
、
０
０
０
円

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

　

バ
ル
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
興
味
の

あ
る
お
店
を
選
び
、
チ
ケ
ッ
ト
１
枚

で
１
フ
ー
ド
＋
１
ド
リ
ン
ク
の
バ
ル

メ
ニ
ュ
ー
を
い
た
だ
き
、
ま
た
次
の

お
店
へ
ハ
シ
ゴ
し
て
も
ら
い
ま
す
。

お
酒
以
外
に
も
ジ
ュ
ー
ス
や
お
茶
も

選
べ
ま
す
の
で
、
家
族
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

※　

バ
ル
と
は
、ス
ペ
イ
ン
語
の「
Ｂ

Ａ
Ｒ
」
を
意
味
し
、
朝
で
も
夜
で

も
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
一
杯
の

お
酒
と
簡
単
な
お
つ
ま
み
を
い
た

だ
く
文
化
の
こ
と
で
す
。

日　
５
月
18
日
㈯

正
午
～
午
後
11
時
（
一
部
時
間
外

も
有
効
で
す
。）

場　
銀
天
街
・
栄
町
周
辺

料　
前
売
券　

６
０
０
円

　
　

当
日
券　

７
０
０
円

※　

前
売
り
券
の
販
売
な
ど
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
バ
ル
実
行
委
員
会

（
☎
０
９
０
‐
１
３
３
８
‐
０
９

２
３
）

http://w
w

w
.ham

ada-bar.com
/

　

世
界
的
に
も
珍
し
い
岩
・
黄
長
石

霞
石
玄
武
岩
は
、
昭
和
41
年
に
島
根

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
由

緒
の
あ
る
も
の
で
す
。

　

黄
長
石
霞
石
玄
武
岩
研
究
会
で
は
、

５
月
10
日
の
「
地
質
の
日
」
に
合
わ

せ
て
、
こ
の
貴
重
な
岩
に
つ
い
て
広

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
散
策
会
を

開
催
し
ま
す
。

日　
５
月
18
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

集
合
場
所　
浜
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
２
階
食
堂

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
桑
田
龍
三
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
５
２
６
５
‐
０
７

６
６
）

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
18
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

‐
５
９
６
０
）

　

杵
つ
き
餅
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
・
特
産
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
・
桑
田
岩
石
園
見
学
・
島
根
県

立
大
学
生
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・

石
見
神
楽
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
５
月
19
日
㈰

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場　
小
国
公
民
館

料　
一
般
１
、
０
０
０
円
・
小
学
生

５
０
０
円
・
幼
児
無
料
（
昼
食
引

換
券
）

※　

昼
食
は
、
ご
は
ん
類
・
山
菜
て

ん
ぷ
ら
・
煮
し
め
・
豚
汁
の
バ
イ

キ
ン
グ
と
な
り
ま
す
。

問　
小
国
公
民
館
（
☎
�
０
２
５
４
）

　

ふ
る
さ
と
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
本
丸
や
中
ノ
門
、

柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り
の
あ
る
お
堂

（
五
輪
塔
の
一
部
と
経
石
板
な
ど
）

を
訪
ね
る
「
春
の
城
山
散
策
会
」
を

行
い
ま
す
。

日　
５
月
19
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
正
午
前

集
合
場
所　
城
山
人
麻
呂
案
内
板
前

料　
無
料

※　

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

旭
町
木
田
で
歴
史
探
検
を
し
ま

す
。
火
塚
伝
説
と
古
墳
群
。
地
球
が

丸
く
見
え
る
丘
や
名
工
の
彫
り
物
に

庄
屋
の
遍
歴
。
胸
が
と
き
め
く
出
会

い
が
待
っ
て
い
ま
す
。

日　
５
月
19
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
市
役
所
旭
支
所
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

　

人
知
れ
ず
無
心
に
咲
く
山
野
草
の

可
憐
な
姿
が
「
樹
脂
粘
土
の
花
」
と

し
て
手
の
ひ
ら
か
ら
甦

よ
み
が
え

り
ま
し
た
。

季
節
を
超
え
て
懐
か
し
い
草
花
の
作

品
展
で
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
体
験
教
室
も
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

作
品
展

日　
５
月
26
日
㈰
・
27
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
27
日
㈪

は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
石
見
公
民
館
研
修
室

料　
無
料

体
験
教
室

定　
先
着
40
人

料　
２
、
０
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
上
田
さ
ん

（
☎
�
５
８
４
１
）

　

年
に
一
度
の
発
表
会
で
す
。
こ
の

機
会
に
伝
統
的
な
日
本
舞
踊
の
華
麗

さ
と
美
し
さ
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

日　
６
月
２
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

浜
田
飲
み
歩
き
イ
ベ
ン
ト

第
２
回
浜
田
バ
ル

珍
し
い
岩

　
黄
長
石
霞
石
玄
武
岩

　
　
　
　
　
　
　
散
策
会

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

第
９
回
小
国
の
自
然
に

　
　
　
　
　
　
親
し
む
会

第
61
回
ふ
る
さ
と
史
跡

　
　
　
　
　
　
ウ
ォ
ー
ク

第
１
３
３
回
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
歴
史
紀
行

「
樹
脂
粘
土
の
花
」
作
品
展

紫
の
会
（
藤
蔭
流
）

～
初
夏
の
お
さ
ら
い
会
～
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料　
無
料

問　
紫
の
会　

青
木
和
子
（
藤
陰
紫し

女め

）
さ
ん
（
☎
�
０
３
８
２
）

　

人
間
国
宝
・
野
村
万
作
と
、
映
画
・

テ
レ
ビ
・
演
劇
で
活
躍
す
る
野
村
萬

斎
親
子
に
よ
る
世
界
に
誇
る
伝
統
芸

能
「
狂
言
」
の
舞
台
で
す
。
古
典
芸

能
「
狂
言
」
の
真
髄
と
合
わ
せ
、
魅

力
あ
る
舞
台
を
大
い
に
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

日　
７
月
９
日
㈫

開
場　
午
後
６
時

開
演　
午
後
６
時
30
分 

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定
席

　

一
般　
　
　
　

３
、
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

１
、
０
０
０
円

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

児
童
福
祉
週
間

　

小
・
中
学
生
は
入
館
料
無
料
で
す
。

日　
５
月
５
日
㈷
～
11
日
㈯

特
別
展
「
春
の
小
川
～
そ
ー
っ
と
の

ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん
～
」

　

春
の
小
川
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、

冬
の
間
隠
れ
て
い
た
生
き
物
た
ち
が
、

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
誘
わ
れ
て
動
き
出

し
て
い
る
よ
。
ど
ん
な
生
き
物
が
い

る
の
か
な
？
ア
ク
ア
ス
で
小
川
の
春

を
見
つ
け
て
み
よ
う
。

日　
５
月
13
日
㈪
ま
で

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

料　
入
館
料
に
含
み
ま
す
。

海
の
体
験
教
室

海
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
と
っ
て
、
顕

微
鏡
で
み
て
み
よ
う
！

　

身
近
な
海
に
は
、
目
に
は
見
え
な

い
よ
う
な
生
き
物
も
い
っ
ぱ
い
！

日　
５
月
12
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
ア
ク
ア
ス
近
く
の
海

定　
先
着
30
人

料　
無
料

日
曜
講
座

石
に
描
こ
う
ア
ク
ア
ス
の
海

　

身
近
な
石
が
、
海
の
生
き
物
に
大

変
身
！
石
こ
ろ
ア
ー
ト
を
楽
し
も

う
！

日　
５
月
26
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　

ア
ク
ア
ス
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー

ホ
ー
ル

講
師　
田
中
俊と

し
　
き

さ
ん
（
江
津
市
）

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

５
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
３
日
㈷　

波
子
神
楽
社
中

　
　

４
日
㈷　

熱
田
保
存
会

　
　

５
日
㈷　

倭
川
戸
神
楽
社
中

　
　

６
日
（振）　

都
治
神
楽
社
中

　
　

12
日
㈰　

谷
住
郷
神
楽
社
中

　
　

19
日
㈰　

上
府
神
楽
社
中

　
　

26
日
㈰　

岡
崎
神
楽
社
中

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

企
画
展
「
和
歌
と
美
術
」
関
連
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

ハ
マ
グ
リ
に
歌
絵
を
か
こ
う

　

展
覧
会
で
も
紹
介
す
る
「
貝
合
わ

せ
」
に
ち
な
み
、
益
田
名
産
の
大
き

な
ハ
マ
グ
リ
（
鴨
島
は
ま
ぐ
り
）
の

貝
殻
に
、
和
歌
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
た

絵
を
描
き
ま
す
。

日　
５
月
11
日
㈯

　

午
後
２
時
～
４
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

定　
先
着
20
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

　

氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
連
絡
の
つ

き
や
す
い
電
話
番
号
を
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
（
小
学
校
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）。

申
・
問　
グ
ラ
ン
ト
ワ

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
６
�
１
８
８
４
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画

「
か
る
た
く
じ
」
で
運
だ
め
し
！

　

企
画
展
「
和
歌
と
美
術
」
の
会
期

中
（
６
月
３
日
㈪
ま
で
）
毎
日
、
展

示
室
入
口
で
百
人
一
首
の
札
を
ひ
き
、

当
た
り
が
出
た
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
来
場
者
全
員
が

参
加
で
き
ま
す
。

※　

神
々
の
国
し
ま
ね
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
、
高
校
生
以
下
は
企
画

展
の
入
場
は
無
料
で
す
。

太
鼓
芸
能
集
団
「
鼓
童
」
交
流
公
演 

in
川
本
町

　

新
潟
県
佐
渡
市
を
拠
点
に
国
内
外

で
活
動
を
続
け
る
太
鼓
芸
能
集
団

「
鼓
童
」（
特
別
編
成
）
と
、
川
本

町
を
代
表
す
る
芸
能
団
体
「
江ご

う

川が
わ

太

鼓
」
に
よ
る
交
流
公
演
で
す
。

日　
５
月
12
日
㈰

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
悠ゆ

う

邑ゆ
う

ふ
る
さ
と
会
館

出
演　
太
鼓
芸
能
集
団
「
鼓
童
」（
特

別
編
成
）・
交
流
出
演「
江
川
太
鼓
」

料　
全
席
指
定

　

一
般　
　
　
　
　

２
、
５
０
０
円

　

小
学
生
～
高
校
生
１
、
０
０
０
円

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館

（
☎
０
８
５
５
�
０
０
０
１
）

グ
ラ
ン
ト
ワ

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
の
売

買
・
名
義
変
更
登
記
・
お
金
の
貸
し

借
り
・
借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
悪
質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

浜
田
会
場

日　
５
月
24
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
浜
田
公
民
館
第
３
研
修
室

益
田
会
場

日　
５
月
16
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

　

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

野
村
万
作
・
萬
斎
狂
言
の

現
在
２
０
１
３
浜
田
公
演

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　

　



　38

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,849 20,148 22,608 42,756
金 城 1,920 2,221 2,398 4,619

旭 1,434 1,515 1,637 3,152
弥 栄 701 695 768 1,463
三 隅 2,879 3,085 3,448 6,533
合 計 26,783 27,664 30,859 58,523

人　口（３月末現在）

（単位：人）

　三隅公園のつつじは、三隅町が管理を委託され、三隅神社に隣接した都市公園
として整備し現在に至っています。神社創建頃、海老谷のつつじが境内参道に移
植されたことが始まりと言われています。
　約70年が経過した現在は、4.5haの敷地内に、平戸つつじと久留米つつじなど
合わせて約５万本が咲き誇る、中国地方のつつじの名所の一つとなっています。
　４月下旬から５月中旬の開花時期には、満開の花が山肌を彩り、毎年５月３日
から５日まで恒例のつつじ祭りが開催され、石見神楽など様々なイベントも行わ
れます。つつじのほかにも、公園内には桜やカエデ、アジサイやボケなどが植え
られており、春から秋にかけて季節の花木を楽しむことができます。
　平成21年10月には、浜田市の木（桜）や魚（のどぐろ）とともに「つつじ」が
市の花として選定されました。つつじは、市内各所に広く植えられており、春の
開花時期に一斉に咲きそろう様子は、春らんまんの浜田を印象付ける景色の一つ
となっています。

編集・発行　浜田市広報情報課
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒7840（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

三隅公園のつつじ


